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豊岡で暮らす市民の皆さんの一人ひとりの毎日が、少しでも安心で、少しでも誇れ

るものになるように。皆さんの声に耳を傾けながら「ともに未来をつくる市政」を進

めてきました。 

豊岡市の市政の最大の課題は、人口減少対策です。 

人口減少の主な要因は、若者の社会減にあり、とりわけ若い女性の人口流出が課題

です。 

市では、女性が流出する背景のひとつに、まちが男性中心の社会であって、ジェン

ダーギャップ（社会的文化的に築き上げられた男女格差）の問題があるのではないか

と考えました。 

女性が女性であるという理由だけで補助的な役割にとどまり、能力を磨き発揮する

機会が限られてしまうとすれば、それは本人にとってだけでなく、企業や地域経済、

地域社会にとっても大きな損失です。そして何より、そのような社会は公正とは言え

ません。 

市は、2012 年、「豊岡市いのちへの共感に満ちたまちづくり条例」を制定し、その

理念を根幹においてまちづくりを進めてきました。 

そこで、市では、いのちへの共感に基づいて、一人ひとりが尊重され、性別に関わ

らず、ありたい姿を描き、個性と能力を発揮し、誰もが生きやすく生きがいのある社

会の実現を目指して、2021 年に「ジェンダーギャップ解消戦略」を策定し、職場、地

域、家庭、学校等まち全体を対象にした取組みを推進してきました。 

このたび、前期計画期間の満了に伴い、2026 年度からの後期計画を策定します。 

本計画は、市政推進の柱である「創生５（ファイブ）（「子育て」「経済」「安心安全」

「集い」「学び」）」と深く連携しています。 

そのなかでジェンダーギャップの解消は、すべての分野に横断的な視点をもたらす

ものであり、多様性を尊重し、誰もが活躍できる社会を実現するための大切な基盤で

もあります。 

そして、すべての人にとって生きやすい社会、持続可能な経済環境や地域社会をつ

くる未来志向の取組みです。 

今後も市民の皆さん、事業所の皆さん、地域の皆さんと対話を重ねながら、一歩ず

つ着実に歩みを進めてまいります。 

計画の策定にあたり、貴重なご意見やご提案をいただきました豊岡市多様性推進・

ジェンダーギャップ対策検討委員会の委員の皆さん、専門的な助言をいただいた皆さ

ん、調査にご協力いただい皆さん、その他多くの関係者の皆さんに、心からお礼申し

あげます。 

 

2026 年３月 
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豊岡市は、障がいの有無、性別、年齢差、国籍の違い、価値観・文化・習慣の違いなど、 

様々な違いを持つ多様な人々からなっています。その多様性は、グローバル化の進展の中

で、今後さらに急速に拡大していくことが見込まれます。 

こうした中で、私たちは、「命への共感」に基づいて、その違いを受け入れ、理解し、折

り合いをつけながら共に生きていく必要があります。 

   

豊岡市のまちづくりにおいて、 

多様性は、まちや組織のエネルギーになります。 

   多様性は、まちや組織の変化への適応力になります。 

 

  このような考え方に基づき、豊岡市は基本構想（2017 年 9 月策定）において、目指す

まちの将来像「小さな世界都市－Local & Global City－」の必要条件の一つとして、「多

様性を受け入れ、支え合うリベラルな気風がまちに満ちている」ことを掲げています。 

  ジェンダー（注１）は、市が掲げるこのビジョンの前提となる要素であり、この多様性戦略

を進めるうえで、ジェンダーギャップ（注２）の解消、つまり、男性と女性があらゆる場にお

いて平等に権利・機会・責任を持つことができる環境整備を行うことは、まちづくりに不

可欠な戦略的課題といえます。 

個人の性的指向・性自認（性同一性）は多様です。 

本戦略では、従来、男女という性別に付与されてきた役割や偏見等を見直すことを目的

として『男女』に注目しています。 

  取組みの第一歩として、2019 年１月に、「豊岡市ワークイノベーション戦略」を策定し、

女性も働きやすく、働きがいを感じる事業所を増やすことを通じた職場のジェンダーギャ

ップの解消と、これを切り口としたまち全体のジェンダーギャップの解消を進めています。 

  そして、2021 年３月に策定した豊岡市ジェンダーギャップ解消戦略は、職場に加え、

家庭、地域、学校を含むまち全体のジェンダーギャップの解消に向けた取組みを進めるた

めのものとして定めています。 

  また、この戦略を豊岡市多様性推進方針、豊岡市男女共同参画プランと共に、豊岡市基

本構想、豊岡市地方創生総合戦略をはじめとする各種計画に横串を通すものとして位置付

け、ジェンダーの視点をあらゆる施策に反映（ジェンダー主流化）することに努めます。

（豊岡市のまちづくり全体のイメージ図Ｐ37） 

  そして、性別にかかわらず、すべての人が尊重され、職場、家庭、地域、学校の中で、一

人ひとりが自らの意思に基づき、個性に応じた役割を担い、責任を果たし、個性を発揮す

る生き方が選択できる社会の実現を目指します。 

 

                                                     

（注１）ジェンダー：社会的・文化的に作られた性別 

（注２）ジェンダーギャップ：生物学的性別に付与された社会的役割、機会等の格差 
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豊岡市の人口減少の最大の要因は、若者の社会減にあります。特に進学などにより 10

歳代で大幅な社会減となっています。市では、第２期豊岡市地方創生総合戦略第２版

（2020 年 12 月改訂）において、この 10 歳代の転出超過数に対して 20 歳代の転入

超過数の占める割合を「若者回復率」と呼び、その改善のための施策を進めています。 

2015 年の国勢調査によると、男女合計の若者回復率は 39.5％で、2010 年に比べ

て 5.3 ポイント上昇しています。ところが、男女別にみると、男性は 52.2％と 17.5 ポ

イント上がっているのに対し、女性は 26.7％と、逆に 6.7 ポイント下がっています。女

性の回復率は男性のそれの約半分しかありません。若者回復率は、1990 年から 1995

年に 52.2％だったものが、49.1％、28.6％と５年ごとに下落し、2000 年代初めに底

を打った後、34.2％、39.5％と徐々に回復しています。男女合計で見れば、この 25 年

間で緩やかなⅤ字回復を描いています。しかし、男女別に比較してみると、男性の若者回

復率はⅤ字回復しているのに対し、女性の若者回復率は 25 年間減少傾向が続いており

20１０年から２０１５年の５年間で男性とのギャップが２倍にまで広がりました。 

若い女性の減少は深刻な課題で、いっそうの少子化をもたらすだけでなく、多様性が

失われることの要因にもなり、まちの存続自体に大きな影響を与えます。 

その傾向は現在も続いています。（図１、２） 

 

図１ 年齢性別・純移動数（社会増減）（2015→2020 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中嶋圭介氏（神戸市外国語大学准教授）の資料をもとに作成】 
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図２ 性別・若者回復率の推移（1980～2020 年） 

 

 

 

 

 

 

男女を問わず、若者が地方を去り大都市へと流れる背景に、「社会的・経済的・文化的

に豊かな大都市と貧しい地方」という強いイメージがあることが指摘されています。 

のみならず、「地方は貧しく、つまらない」というそのイメージは、現に地方に住んで

いる人々をもとらえ、自らのまちに対する誇りの空洞化と活力の低下をもたらしてきた

ことも指摘されています。このことは、豊岡についても同様のことが言えます。 

若者回復率の現状は、豊岡市が若者に「暮らしの場」として選ばれていないこと、「豊

岡に暮らす価値」が認められていないことを示しています。とりわけ若い女性たちに選

ばれていないのは、①豊岡市が男性中心の社会であって、社会的、経済的分野において女

性が専ら補助的な役割を担ってきたこと、②近年、大都市・大企業等において、女性の採

用や定着率向上、ダイバーシティの取り組みが進んだこと、③ジェンダーギャップの解

消が進む世界の状況がよりはっきり見えてきたことなどによって、「豊岡に暮らす価値」

の相対的低下が進んだためだとみられます。 

女性が女性であるという理由だけで補助的な役割に甘んじ、能力にふさわしい役割が

与えられず、能力を発揮することができないとすると、社会的にも経済的にも大きな損

失であり、同じ社会の構成員である女性にこのような状況を強いることは公正さに欠け

るといわざるを得ません。 

性別・若者回復率の推移（1980～2020 年） 

 1980→ 
1985 年 

1985→ 
1990 年 

1990→ 
1995 年 

1995→ 
2000 年 

2000→ 
2005 年 

2005→ 
2010 年 

2010→ 
2015 年 

2015→ 
2020 年 

10 歳代の転出超過（人）[A] 3,399 3,613 2,885 3,067 3,009 2,587 2,133 2,063 

20 歳代の転入超過（人）[B] 1,115 1,000 1,516 1,505 861 884 842 728 

回復率（男女）       [B/A] 32.8% 27.7% 52.6% 49.1% 28.6% 34.2% 39.5% 35.3% 

回復率（男） 39.0% 29.4% 64.7% 57.6% 24.9% 34.7% 52.2% 41.6% 

回復率（女） 24.1% 25.3% 38.7% 40.2% 33.0% 33.4% 26.7% 28.5% 

（出典）図１と同じ 
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このような男性中心の社会のあり様を改善し、「豊岡に暮らす価値」が女性にとっても

高いまち、女性に選ばれるまちを築いていくことが必要です。 

 

 

私たちが生きるこれからの時代は、本格的な人口減少社会と長寿命化による人生 100

年時代の到来、災害の大規模化と頻発化、地球環境問題の深刻化、グローバル化のさらな

る進展、技術革新などの克服、または適応すべき課題や社会潮流があります。 

これらの大きな環境変化に対応しながら、次世代へ持続可能なまちを引き継ぐために

もジェンダーギャップの解消が不可欠です。 

ジェンダーギャップ解消の取組みは、過去や現在を否定することではなく、次世代に

より良い未来を引き継ぐために、無意識の偏見・決めつけの存在に気づき、それらがもた

らす影響を理解したうえで、今までの価値観や固定観念に捉われることなく、暮らし方、

働き方といった文化を時代に適応させていく取り組みであるといえます。 

そして、女性が暮らしやすく、住みたいまちは、誰にとっても暮らしやすいまちに違い

ありません。 

この戦略は、戦略会議において、ジェンダーギャップが解消したありたい未来の姿を

描き、その姿の実現に向けて、個人、家庭、地域、職場、学校、行政のそれぞれの主体が

取り組むことを検討してまとめました。 

めざす将来像を「固定的な性別役割分担を前提とした仕組みや慣習が見直され、お互

いを尊重し支え合いながら、いきいきと暮らしている」、戦略目的を「ジェンダーギャッ

プ解消の必要性を自分ごととして捉え、行動する人が増えている」と定め、戦略体系図

（Ｐ３１）に沿って取り組みを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

<参考> 年齢構造の推移 

高齢化率（65 歳以上の高齢者が総人口に占める割合）は、2020 年の 34％から 2050 年には

49％、2070 年には 52％に達すると推計されます。 

2020 年には、高齢者 1 人を生産年齢人口 1.4 人で支えていましたが、2050 年には高齢人口

と生産年齢人口の比が 1 対 0.9 に、2070 年には同比が 1 対 0.7（支えられる高齢人口が生産年

齢人口を上回る年齢構造）になると推計されます。 
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（出典）1920～2020 年は総務省統計局「国勢調査」，2020 年以降は内閣官房・内閣府提供人口推計

ワークシートにより作成した本市の「2025 年基準推計」 
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ジェンダーとは？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジェンダーと「仕事」「役割」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「生物学的性差」？「ジェンダー」？ 考えてみましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アドバイザー 大崎麻子氏作成】 

  

注意：生物学的な性も性自認は多様です。ここでは、「ジェンダー」という概念を

理解するために便宜的に「男・女」という二元的な性別を用いています。 
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ビジョンの検討プロセス 

<「豊岡市の未来のシナリオを描くワークショップ」（高校生・20 代）> 

2020 年２月 高校生ワークショップで「未来のシナリオ」を検討 ⇒２【参考】 

2020 年２月 20代ワークショップで「未来のシナリオ」を検討  ⇒３【参考】 

<ジェンダーギャップ解消戦略会議（高校生、20代の意見も反映させながら検討）>  

2020 年９月 第１回戦略会議 「起こりうるシナリオ」を検討 ⇒資料編 [参考資料] 

2020 年12月 第３回戦略会議 「『ありたい姿』の最終化」「ジェンダーギャップが解消 

されなかった場合」を検討 ⇒１⑴、⑵ 

 

 

【第３回戦略会議 グループワーク①「『ありたい姿』の最終化に向けた検討」から】 
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企
業 

・豊岡市の企業では、従業員や管理職の男女比が均等になる。キャリアも多様になる。 

・女性の起業が増加する。 

・子どもを連れて出勤する女性が増える。 

・ユニコーン企業や海外進出する企業が出現し、国内や世界中から優秀な人材が集ま

る。 

家
庭 

・男女が共に家事・育児を担い、家庭の中では夫妻の協力体制ができている。 

・まちに子どもを連れた父親の姿が増え、母親は一人の時間ができ、ゆとりが生まれ

る。 

・市では男性が家事や育児を学ぶことのできる機会を設けている。 

・週末や長期の休みでも、子どもたちが安心して食事をして過ごせる場がある。 

学
校 

・学校を放課後ももっと活用することで、子どもの居場所ができる。 

・小学校の授業は男女の格差がなく行われている。 

地
域 

／ 

豊
岡
市 

・地区や地域コミュニティでは女性の役員が増えている。 

・世代間ギャップも解消される。 

・いろいろな場で男の子だから、女の子だからという言葉が減る。 

・いろいろな会議の場で性差がなくなり、対等に意見交換ができるようになる。 

・まちには、女性一人で夕食を食べられるような飲食店やおしゃれな店が増えて活気

があふれている。 

・男女関係なく集まるサロンができ、新たなコミュニティが生まれる。 

・テレビや新聞、ラジオなどでジェンダーギャップ解消について情報発信される。防

災行政無線で市長の説明も繰り返し放送される。 

・地域の中でも新しい考え方やスタイルが温かく受け入れられている。 

・市内に移住する人が増加し、出生率が上昇し、ＧＤＰも増え好循環が生まれる。 

・コウノトリに会えるまちになる。（子どもが増える×コウノトリの生息地） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

誰もが居心地がよく、自分らしく輝けるまち 

 

ジェンダーギャップが解消された豊岡市では、働き方も多様化し、家庭でも職場・地域

でも家事・育児・介護などを皆で支えることがあたり前となっている。そんな豊岡市で「暮

らしたい」「働きたい」と思う人が、豊岡市の出身者はもとより市外からどんどんと集ま

るようになっている。そこでは女性たちが自己実現のために起業することも珍しくなくな

り、世界に通用するようなベンチャー企業なども現れるようになっている。出生率も上昇

していき、子どもたちも性別にかかわらず夢を持てるようになるなど、まちには活気があ

ふれている。 
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【第３回戦略会議 グループワーク③「ジェンダーギャップが解消されなかった場合の

まちの姿について意見交換」から】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○「私たちが将来暮らしたい、働きたい豊岡市とは」 

目指すまちの姿を描き、その姿の実現に向けて必要なアクションをまとめました。 

 《参加者》近畿大学附属豊岡高校生 7 人、兵庫県立出石高校生 5 人、兵庫県立豊岡総合高

校生 4 人、兵庫県立豊岡高校生 3 人  計 19 人 

ジェンダーギャ

ップが解消され

たまちの姿 

・小さな世界都市（—Local＆Global City—）が実現する。 

・豊岡にもっと人が来て、持続可能なまちになる。 

・子どもの数が増え、教育も発達し、UIJ ターンが増える。 

・お掃除ロボットが発達し家事負担が減り、男女で家事・育児の分担を

行うことで、ワーク・ライフ・バランスが実現する。 

・新しい職業が生まれる。 

・女性目線の制度やルールもできる。 

・豊岡から他の地域へ男女平等観が広がっていく。 

ジェンダーギャ

ップが拡大した

まちの姿 

・発信も吸収もできなくなり事実上の鎖国となる。 

・女性が勉強することをあきらめる。 

・今よりも大都市に若者が出て行ってしまう。 

・高齢者は増えるが、若者はいない。AI が進歩しないと介護が成り立た

ない。 

・新しいことを始めにくい。働き方が限定される。 

・男性にとっても女性にとってもストレスが多い。 
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・男性は外で働き、女性は家事・育児をする昔のイメージに戻る。 

どんなアクショ

ンが必要？ 

（短期） 

・平田オリザさん演出の演劇に出演しＣＭをつくりＳＮＳで発信する

（ジェンダー意識改革）。 

・経営者向けのジェンダーセミナーを高校生が講師で行い社内意識改革

を進める。 

・学生、学校、市役所、企業が集まって定期的に豊岡未来会議を行う。 

・職場で、家庭で、ジェンダー意識を変えるために相手を褒める。 

・ジェンダーギャップを解消している会社は良い会社という価値観を高

める。 

・男女平等実現のために積極的に取り組んでいる企業の商品を買うよう

にする。 

・市議会の女性議員の割合や年齢層の割合を固定化する。 

・IT を駆使して住民投票の回数を増やす。 

・おじいちゃん、おばあちゃんを雇用してベビーシッターを増やす。 

（長期） ・市民のシビックプライド（地域の誇り）が向上される。 

・学校社会のうちにジェンダーギャップが解消される。 

・義務教育の間に、政治や現代社会の現状について詳しく学ぶ。 

・父母がともに育児休業が取れるパパ・クオータ制（育休の一定期間を

父親に割り当てる制度）を導入する。 

・女性の進出率を上げるため、中小企業がジェンダーギャップの解消に

取り組む。 
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市議会議員の構成（男女比など）に

衝撃を受けた。女性の意見や若者の

意見を取り入れられるように、性別

や年齢別の割合を固定できればいい

のに。 

政治とか地域づくりを行うのは年齢

が高い人ばかり。若い人はあんまり乗

り気じゃない。楽しく地域づくりがで

きたらいい。 

今まで普通だと感じていたこともジ

ェンダーギャップの一つなんだとあ

らためて気づいた。だから、無意識の

うちに世間にジェンダーギャップが

はびこっているんだ。 

男だからとか女だからという考え方

が少しずつでも薄れていけばよい地

域社会になっていく。 

空気がきれいで水がおいしくて自然も

豊か。でも電車やバスは不便だしお店

も少ない。若者である私たちにとって

住みやすいまちとは思えないのでまち

を出ていくだろう。 

将来の夢があり、豊岡に帰ってくる

つもりはないけれど、せめて豊岡の

魅力を PR できる人になりたい。 

将来結婚して働きながら子育ても

両立できるんだろうか。大きな不

安がある。 

AI が発達して、自分が将来なりたい仕事が

なくならないだろうか。 

残業が多く過労死なども聞かれる。 

将来どんな働き方になるのか不安だ。 
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○「豊岡市で暮らし働くにあたって求めること・できること」 

  目指すまちの姿を描き、その姿の実現に向けて必要なアクションをまとめました。 

《参加者》市内在住または在勤の 20 代男女 17 人（従業員、自営業者、学生など） 

ジェンダーギ

ャップが解消

されたまちの

姿 

・海外の情報、技術を取り入れ、新しいビジネスが生まれる。 

・個人の価値観を尊重した可能性が広がる社会になる。 

・おしゃれなカフェ、多様な仕事場が増える。 

・女性の社会進出（女性目線で働きやすい）が加速する。 

・デジタル化により誰にでもできることが増える。 

・若者が地元での自立を進んで選ぶ。制約のない職業選びが進む。 

・市内で遠隔地での仕事ができる。 

・ユニバーサルデザイン、みんなが使えるものが増える。 

・多様な協働事業が実現する。 

・空き家、ごみなどムダが解消される。 

・仕事、職業の男女格差がなくなる。 

・ＵＩターンが増えて人口が増加する。 

ジェンダーギ

ャップが拡大

したまちの姿 

・特に女性など若者がいなくなり過疎化が進む。 

・仕事、家事、育児、介護において人手不足が進む。 

・「家事・育児は女性の仕事」という価値観が固定化される。 

・男性はもっと働いてさらに稼ぐことが求められる。 

・女性の進学率が低下する。 

・若者の声が活かされず若者は都会へ流出する。 

・産休、育休が取得しにくく、産休、育休からの復帰もしづらくなる。 

・仕事、職業の男女差別が拡大する。 

どんなアクシ

ョンが必要？ 

（短期） 

・企業の経営者にジェンダーギャップを認識してもらう。 

・人ができることと機械ができることを分類する。 

・ジェンダーギャップの解消を学校の授業に取り入れる。 

・大人へのジェンダーに関する講座を実施する。 

・副業解禁、副業のハードルを下げる。 

・仕事の部門化、スマート化（機械化）に対する補助金制度を創設する。 

（長期） ・意思決定者に女性、若者を増やす。若い区長、若い議員を増やす。 

・高校生とのミックス・ワークショップを実施する。 

・ＡＩやＩｏＴを活用し、男女の格差を埋める。 

・無償ケア労働（家事・育児・介護等）が正しく評価される社会をつくる。 

・企業の役員に女性を起用する。 

・脱ステレオタイプを普及啓発する。 

市に期待する

こと 

・ジェンダーギャップ解消の条例をつくる。 

・若い人が議員と話す機会をもっと作る。 

・モデル企業を表彰する表彰制度を創設する。 

・未来を考える授業を子どもの頃から必修とする。 

・育児支援制度を男女平等に手厚くする。 

・ジェンダーギャップ解消に向け、地道な研修の機会を作り続ける。 

・保育園付きの企業を誘致する。 
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仕事 

若い人たちが地域に進出し、活躍しやす

くなるのだろうか。あれこれ言われず、

起業できれば良いと思う。 

社会 

若年層が都会に流出して高齢者ばかりに

なって、まちの活気もなくなるのではと

不安だ。 

仕事 

新入社員がなかなか入ってこないし、

若者も定着しないので寂しい。 

生活 

税金や年金、若い人たちの負担がどう

なるのだろうか？将来が不安だ。 

仕事 

出産後も働き続けられるのだろうか？ 

職場に復帰できないかもしれないと心

配だ。 

仕事 

ジェネレーションギャップが大き

く、若者の意見が反映されない。 

社会 

年寄りの意見ばかりがこんなに優先

される地域社会は嫌だ。 

社会 

高齢化がさらに進むが、公共交通も含め、

移動手段が維持できるのかとても心配。 

社会 

この町には、果たして自己選択の自由

があるのだろうか。 

社会 

高齢化社会のために、若者が犠牲

を強いられていないか心配だ。 
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          ～『豊岡みらいワークショップ』の開催～ 

2025 年 10 月 29 日、高校生・大学生などユース世代の皆さんの声を反映させた計画と

するために、「私たちが暮らしたい・暮らし続けたい」豊岡市の未来のあるべき姿と課題、や

るべきことなどのアイデアをとりまとめるバックキャスティングで考えるワークショップを

開催しました。 

【ワークショップ参加者】 

豊岡市内の高校生・大学生などユース世代 28 人（豊岡高等学校７人、近畿大学附属豊岡

高等学校５人、豊岡総合高等学校４人、クラーク記念国際高等学校豊岡キャンパス４人、出

石高等学校３人、大岡学園高等専修学校３人、芸術文化観光専門職大学２人） 
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・収入が低下し生活が困難になる。お金がもらえなくなる。 

・大学に行けなくなる。 

・子どもたちが将来に希望を持てなくなる。ヤングケアラーの増加。 

・特産物がなくなる。伝統行事がなくなる。 
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・個人が否定される。自由がなくなる。女性、男性という性別二元的な考え方が強まる。 

・医療、介護人材の不足。税金が高くなる。 

・コメなどの物価上昇。 

・差別が横行する社会（ヘイトクライム） 

・職業がＡＩによって減少する。 

・治安の悪化。戦争の増加。 

・自然災害が多くなる。食料品の高騰。災害や飢餓で多くの人が亡くなる。 

 

⑶ 不安が解消された理想的な 2040 年のシナリオ 

～Well-being な価値観が浸透し、幸せな暮らしと働き方が実現した未来～ 

 

・個人が尊重される。個性が認められる。 

・年齢や性別に関係なく実力で判断される。 

・大学が無料。いつでも学びたいことが学べる。 

・自分の好きなことが否定されない。好きなことができる。 

・男女ともに働きやすい社会。ハラスメント行為が無くなる。 

・十分な給与がもらえて安定した生活が送れる。 

・犯罪がない社会。戦争がない社会。 

・人間と AI が共存できている。 

・人種差別が無くなる。差別されない明るい社会。 

・政治の安定 

・地域が活性化される。地元に人があふれ活気がある。 

・安定した介護、医療。 
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⑷ 多様なステークホルダー（役割を演じる）で理想的なみらいアクションを 

考える 

 

№ 役割 アクション 

１ 

グローバル企業

の CEO（AI 技術

に強い会社） 

 

・豊岡市の自然を守るため、AI でゴミの分別やリサイクルを自動

化する。 

・豊岡に観光客を入れるため、スキー場の受付に AI 翻訳を取り入

れたり、観光客の動きを分析したり、交通状況を分析して、効率よ

く市を動かす。 

・一人一人にあった勉強法を AI が提案するしくみを取り入れる。 

・仕事内容を一人の人間しかできないものではなく、どんな人で

もできるようにする。 

２ 

投資家 （100 億

円 を 投 資 し た

い） 

 

・男女間の賃金格差が少ない。雇用の機会が平等。省エネ建物への

投資、再生可能エネルギー関連に投資する。 

・高校や大学と連携して授業を行い人手不足の対策をする。自然

環境にも投資する。 

・老若男女に平等な政策をしようとしている団体、市、高い能力を

持っている人、企業に投資する。 

・女性だけでなく男性にも平等に！グローバルな会社に投資する。 

３ 

総理大臣（日本

初の女性総理大

臣） 

 

・学費や医療費などの完全無償化。 

・介護や教育など、目に見えにくい労働（サービス業）を手厚く保

護して賃金を上げる。子どもの授業に AI を取り入れる。日本の技

術を生かして新事業をつくる。 

・人との関りを深くもつ。…地域の企業に資金援助を行うととも

に、地元のことを学べる授業を入れる。 
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４ 

市長 ・豊岡市に住みたいと思える町づくり→若者が楽しい、面白いと

思える店をつくる。建てる。（今、学生が楽しいと思えるような店

が少ない）。 

・高校生までの医療費の無償化。出産に関する医療の無償化。市民

が 24 時間いつでも匿名で豊岡市に意見を送れるインターネット

サービス。 

５ 

豊岡市の企業の

社長 

・資格取得すると給料 UP。社員の家族の医療費 8 割負担。週 4

日勤務で 3 日休み。有給休暇 180 日以上取得。残業なし。週 2

日以内テレワーク OK。 

・できるだけ給料を上げる。地域の人と距離が近い企業にする。 

・性別・年齢・国籍関係なく雇用する。リモートワークを使って誰

でもどこでも出社できる。メンタルヘルスケアを行う。 

６ 

高校の校長先生 ・無料の学校を作る。安全で安心な学校生活を送れるようにする。 

・地域密着形の学校。学校に企業を呼んで講演会。 

・地元の企業の人から話を聞ける。職業体験ができる。・対話授業・

異学年交流、あいさつ、これを大切にし、生徒だけではなく、教員

も学び合い、交流し合うような文化をつくります。 

７ 

市民団体の代表 

 

・年齢、障がい、性別、言語、関係なく交流できる場所作り。 

・平等よりも公平の考え方を広める。 

・若い人を中心に、自分らしく話せる対話の場を作る。 

・市や地域の企業と協力してカフェイベントやワークショップを

開く。 

８ 

市の職員 ・手続きで性別登録が必須でないものは無くす。 

・ジェンダー平等の取り組み改善。産まなくてもいい。LGBTQ+

のエンパワーメントを行う。 

・若手職員を中心として、平等や多様性について自由な発想で施

策を企画・提案できるプロジェクトチームの設置、次世代のリー

ダー育成を図る。 
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報告者：㈱Will Lab 代表取締役 小安 美和 

【関連調査】 

① 暮らしの中の性別役割分担の実態と意識調査（2025） 

② 豊岡市働きやすく働きがいのある職場づくりに向けた事業所調査（2025） 

③ ヒアリング調査 (2025) 

 

第１節 ジェンダー平等をめぐる社会動向と豊岡市の位置づけ 

⑴ 社会全体の変化 

近年、我が国では、女性の就業率や管理職登用率の上昇など、ジェンダー平等に関する

一定の進展が見られる。一方で、非正規雇用の増加や男女間賃金格差、長時間労働慣行な

どの課題が依然として残されている。 

 また、政府による「女性管理職比率 30％目標」や、男性育休取得の義務化、企業への

賃金格差情報開示の導入など、制度面の整備は進むものの、制度があっても「使いづら

い」「職場の理解が得られない」といった実務上の壁が各地で指摘されている。 

⑵ 豊岡市の位置づけ 

豊岡市は、2021 年の「ジェンダーギャップ解消戦略（前期）」策定以降、全国に先駆 

けてジェンダー平等を地域戦略の柱に据えてきた自治体である。市民・事業所の意識や取

組には変化が見られ、2025 年の事業所調査（516 社回答）では、事業所全体における

管理職（課長＋部長）に占める女性の割合は 15.2％、役員を含むと 19.4％となった。 

【参考比較】 

厚生労働省「令和 5 年度雇用均等基本調査」では常用労働者 10 人以上の企業における 

女性管理職割合（役員を含む）は 12.7％。豊岡市の事業所調査で１０人以上の事業所に

おける女性管理職割合（役員含む）は 16.5％。 

一方で、地域活動や意思決定、家庭生活など「暮らし」の領域では、依然として性別役

割意識が根強く残っている。制度整備にとどまらず、文化や慣習の更新を伴う変革が求め

られている。 

 

第２節 市民の意識と暮らしの現状（2025 年市民調査より） 

⑴ 調査概要 

2025 年 4 月から 5 月にかけて実施した「豊岡市暮らしの中の性別役割分担の実態と

意識調査」では、1,531 名から回答を得た（前回 2021 年：626 名）。 

 回答者の約６割が 60 代以上であり、高齢層の意見を反映しつつ、若年層からの回答も

増加した点に特徴がある。 
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⑵ 性別役割分担意識の変化 

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考えに反対する人は 58.6％で、前回調

査（62.9％）と比較するとやや減少したが、30 代男性では反対割合が 44％から

62.5％へと大きく上昇し、若年層を中心に固定的性別役割意識の解体が進んでいる。 

 一方で「固定的役割を感じる」と回答した人は 84.2％から 69.5％へと減少し、意識

の面では変化が着実に広がっている。 

 

⑶ 家庭生活とケア労働の実態 

子育て期世帯における家事・育児時間は、男性 2.4 時間／日（前回 2.1 時間）、女性

5.9 時間／日（前回 6.3 時間）であり、男女差は約 3 倍から 2.45 倍に縮小した。 

また、男性の育児休業取得率は 18.6％と８ポイント上昇したが、依然として「夫の仕事

が忙しい」「なんとなく妻が担う」といった慣習的な分担が多く見られる。 

⑷ 地域活動と世代差 

地区会合に参加する「男性世帯主」は 52.9％（前回 59.6％）に減少し、女性の参加

率は 5.1％から 10.2％に上昇した。高齢女性の地域参画が進む一方で、「参加しない」

割合が 20 代で 18.9％が 40.4％、30 代では 17.7％から 29.8％に増加し、地域活動

の担い手世代交代が進みにくい構造が浮き彫りになった。 
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⑸ 課題の整理 

全体として、意識の変化は顕著であるが、行動変容には時間を要している。若年層のフ

ェアネス志向を地域施策に反映し、家庭・地域・職場が一体となって支える仕組みづくり

が次の課題である。 

 

第３節 働く場の現状と課題（2025 年事業所調査より） 

⑴ 女性登用の進展と構造的制約 

2025 年の事業所調査（516 社回答）では、事業所全体における管理職（課長＋部

長）に占める女性の割合は 15.2％、役員を含むと 19.4％だった。 

【参考比較】 

厚生労働省「令和 5 年度雇用均等基本調査」では常用労働者 10 人以上の企業における

女性管理職割合（役員を含む）は 12.7％。豊岡市の事業所調査で１０人以上の事業所に

おける女性管理職割合（役員含む）は 16.5％。 

女性登用が進まない理由として「女性正社員が少ない」（32.4％）、「女性が管理職

を希望しない」（12.8％）、「知識・経験の不足」（12.6％）が挙げられ、依然として

性別役割期待や職務構造の偏りが影響している。 

⑵ 育児・介護支援制度の整備 

育児休業取得率は男性 37.1％、女性 100.0％ だった。育児支援制度の整備率は、5  

 人以下の事業所で 18.5％、6 人から 20 人の事業所で 50.8％と 20 人以下の事業所で

制度が未整備であることが分かる。また、「該当者がいない」「代替人員が確保できな

い」などの理由により、制度の実効性が限定されている。 

介護休暇取得率は男性 0.2％、女性 0.9％だった。介護支援制度の整備率は 39.9％で

あり、今後の高齢化進展を踏まえると更なる支援が必要である。 

⑶ 男女賃金格差の現状 

賃金格差を「問題」と認識する事業所は 54.7％であった。 

格差の要因として「職種の違い」（62.9％）、「業務難易度」（37.7％）、「残業」

（24.8％）、「勤続年数」（23.3％）が挙げられ、職種分離と勤続年数差が構造的要因

であることが示唆された。「男性向き／女性向きの職種がある」と回答した事業所は

63.4％に上り、意識変革の必要性が高い。 

⑷ 職場改善とワークイノベーションの進展 

「残業時間の抑制」（49.9％）、「ハラスメント対策」（42.7％）、「働き方改革」

（39.5％）などの取組が進む一方で、「性差に応じた健康支援」（31.3％）や「女性活

躍推進企業認定」（2％）などは限定的である。 

 とりわけ中小企業では、制度設計から運用までを支える支援体制の整備が求められる。 

⑸ 現場の声にみる多様な課題 

自由記述では、「同じ仕事でも女性の給与が低い」「扶養内に抑えざるを得ない」「ロ

ールモデルがいない」といった実態が寄せられた。 

 一方、「社員ファースト」「働きがい重視」を掲げる経営者も増加しており、次世代に

向けた価値観転換の兆しが見える。 

 

第４節 市民・地域から見たジェンダー課題（19 名インタビューより） 

⑴ 暮らしの満足度と課題意識 

インタビュー対象 19 名の平均評価は 10 段階評価で７点前後であり、「暮らしやす

さ」「人の温かさ」が豊岡の魅力として挙げられた。一方、「仕事の選択肢が少ない」

「出会いが少ない」「文化的刺激が不足している」といった意見も目立つ。若年層からは
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「男女問わずチャレンジできるまちであってほしい」との声が多く、シニア層は「若い人

の考えがわからない」「地域の後継者がいない」と述べるなど、世代間の感覚差が顕著で

あった。 

⑵ 家庭・地域における性別役割 

「夫も家事を担うようになった」との発言が増える一方で、依然として妻が主担当であ

るケースが多く、「地域活動は男性中心」「女性は裏方」といった慣習的構造が根強い。

こうした日常の分担意識の差が、女性の地域参画やキャリア継続に影響を与えている。 

⑶ 世代間の断絶と共感の欠如 

若年層からは「地域に入る機会がない」「何をすればよいかわからない」、シニア層か

らは「若い人が地域を避けている」との声が聞かれ、相互理解と対話の不足が課題として

浮上した。地域行事や活動の設計そのものを見直し、世代・性別を越えて関われる「新し

い地域の場づくり」が必要である。 

⑷ 政治・地域参画への意識 

政治への関心は総じて高くはないが、「子育て支援」「働く場づくり」「交通・医療」

など生活に直結する政策には高い関心が示された。「女性や若者の代表がいない」「声が

届きにくい」との指摘が複数あり、地域の意思決定における多様性確保が今後の課題であ

る。 

⑸ 市民の声にみる方向性 

・「暮らしと働きの両立」を支える施策への期待 

・「男性とケア」「女性と意思決定」を結び直す構造改革 

・「多様な価値観が共存するまち」を次世代に残したいという共通の願い 

 

報告者：特定非営利活動法人 Gender Action Platform 理事 

国連女性の地位委員会日本代表 

大崎麻子  

 

 豊岡市は、2021 年３月に「ジェンダーギャップ解消戦略」を策定しました。この戦略は、

単に女性支援や子育て支援を進めるものではなく、社会に根強く残る構造的なジェンダーギ

ャップを可視化し、市全体で解決していくという、日本でも先駆的な試みです。 

 策定のスタート地点は、高校生や 20 代の若者を対象にしたバックキャスティング型のワ

ークショップでした。「自分が望む未来の豊岡」から逆算（バックキャスト）して、今、何を

変えるべきかを考えるというものです。その後、商工会議所会頭を座長として、企業、学校、

医療・福祉、子育て世代、若者、地域の代表など、多様な立場の市民が参画する委員会が立ち

上がりました。委員会では、座学だけでなく、性別や年代の異なる人の立場を演じて考える

ロールプレイングなど、体験から学ぶ手法を取り入れ、「家庭・学校・職場・地域社会」が協

力して社会全体の変化をつくるという視点を共有しながら、戦略が策定されました。 

 

■ 日本の地方創生・男女共同参画政策に及ぼしたインパクト 

 この 5 年間、取り組みは着実に成果を出しています。特に、豊岡市が全国に先駆けて示し

た「若年女性の流出の背景にはジェンダーギャップがある」という視点は、国の政策にも影

響を与えました。2025 年 6 月に閣議決定された政府の「地方創生 2.0 基本構想」は、５つ
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の柱の第一の柱として、「女性と若者にも選ばれる地方」を掲げました。 

・男女別データによる課題の可視化 

・慣行や役割意識など構造的要因の分析 

・行政・企業・学校・地域が協働する取り組み 

・若者や女性の声を聞くこと 

といった豊岡市のアプローチが重視され、それが、「若者や女性にも選ばれる地域」をつくる

ための方向性として示されました。まさに、豊岡の挑戦が国の方向性に先行していたと言え

ます。現在、全国から視察が続き、各地でモデルが広がり始めています。 

 また、令和 7 年版の男女共同参画白書（特集 第 2 章）では、地方出身の若者、特に女性

が U ターンしない理由として、「長時間労働」「家事育児の偏り」「男性中心の意思決定」「地

域活動の役割固定」などが明確に示されました。これは、豊岡市が 5 年前に分析し、戦略の

前提として打ち出してきた内容と一致しており、豊岡市のアプローチが国の大規模調査によ

って裏付けられたものであると言えます。 

 

■ 豊岡市内で起きた変化 

市内でも、数字として見える前進があります。 

・女性管理職比率（１０人以上の事業所、役員含む）は 16.5％で、国の平均（※）を上回る 

・男性の育児休業取得率の上昇 

・30 代男性の意識変化（家事や育児に積極的に関わりたいという回答が増加） 

※厚生労働省「令和 5 年度雇用均等基本調査」の常用労働者 10 人以上の企業における女

性管理職割合（役員を含む）は 12.7％。 

 一方で、地域社会の役職における男女比の偏り、家庭内での家事・育児に費やす時間の男

女格差、小規模事業所での制度導入の遅れなど、すぐには変わりにくい領域もあります。し

かし、「変わりにくい」領域でも、着実な変化の芽が生まれています。 

 ・地域総会で「世帯」ではなく「個人単位の議決権」を認めた地区が生まれた 

 ・会議で女性の意見が「補足」ではなく「前提」として扱われる場面が増えてきた 

 ・移住者や若者が増え、「まちに活気が出てきた」という声が聞かれるようになった 

・女の子が祭りや奉納相撲に参加する地区が出てきた 

・子どもの送迎・参観・病院付き添いを父が担当する家庭が増加 

・父親が PTA や読み聞かせに参加する光景が珍しくなくなってきた 

・男性の育児休業取得が「当たり前」の雰囲気になってきた 

 こうした変化は、戦略の「数値目標」には反映されません。しかし、市民のまなざしや日常

の空気が変わり始めている証拠であり、この積み重ねが未来の「数字の変化」を支えていき

ます。 

地域のあらゆる意思決定に女性や若い人たちの意見を反映させていくには、従来とは異な

る仕組みや新しい発想・やり方を柔軟に取り入れていくこともできるでしょう。また、産み

育てたいと望む人たちがその願いを叶えられるように、事業所の規模に関わらず、あらゆる

職場が共働き・共育てを前提とした制度設計・運用を行っていくことも重要です。豊岡市の

取り組みは、「制度」と「風土」のつながりを意識し、両輪を回しながら、確実に前へ進めて

いく時期に入ったと言えるでしょう。 

 

■ これからの豊岡を担う若者たち 

 ジェンダーを「知識として理解する」段階から、「自分たちの暮らしや、これからの豊岡の

あり方」に結びつけて考える若い世代が、確実に育ちつつあることも大きな成果です。 

 その象徴となったのが、2025 年 10 月に実施した高校生・大学生向けのバックキャステ
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ィングワークショップです。次の 5 年間の計画にも若者の視点を反映させていこうという趣

旨で開催したところ、募集人数を大幅に超える応募があり、多くの男子が自ら参加を希望し

てくれました。 

 当日は、高校生・大学生が、AI に強いグローバル企業の CEO、投資家、総理大臣、豊岡市

長、市内企業の経営者、高校の校長、市民団体の代表、市職員など、さまざまな「役になりき

って」、「ウェルビーイングな価値観が浸透し、幸せな暮らしと働き方が実現した未来」に向

けたアクションを議論しました。未来を考えることで、2040 年の豊岡に必要な制度や仕組

み、働き方、ケア、教育、移住・多文化共生などを、自分の言葉で語り合う姿がありました。 

 特に印象的だったのは、議論の中で、LGBTQ＋、障害のある人、ひとり親家庭、低所得層、

多文化ルーツのある住民、高齢者や介護を担う家族など、多様な人々への視点が、自然に盛

り込まれていたことです。ジェンダーギャップの解消は、それ自体が目的であると同時に、

「誰も取り残さない豊岡をどうつくるか」という社会づくりの手段であることを感じさせま

した。これは偶発的な結果ではありません。学校での学び、家庭や地域での対話、市の取り

組みなど、日常で「ジェンダーギャップ解消のシャワーを浴びる」機会が、この 5 年間で多

くあったからではないでしょうか。 

 このワークショップは、若者が自分の言葉で未来を語り、自分が豊岡の担い手だと捉えて

いることを確認できた、大きな節目となりました。この視点とインクルージョン（包摂）の

感性を、大人たちが受け止め、施策やアクションにしっかりと生かしていくことが重要だと

思います。 

 

■ これからの 5 年間に期待すること 

多様性推進・ジェンダーギャップ対策検討委員会での議論を踏まえ、これから 5 年間の方

向性が示されています。その内容には、ジェンダー平等を「まちの仕組み」として根付かせ

ようとする明確な意志が見て取れます。行政・地域・企業・教育が横につながり、人生のさま

ざまな場面にジェンダー視点を埋め込むだけでなく、家事・育児・介護について家族で話し

合う仕掛け、事業所の評価制度や入札制度への反映など、具体的に行動を促す施策も盛り込

まれています。制度と文化の両方から進めていこうとする取り組みであり、「理解して終わり」

ではなく、暮らしの変化につなげていく姿勢が感じられます。 

また、政策の土台には、エビデンス（データ）に基づく進め方があります。男女で異なる高

齢期の困難や孤立の可視化と支援など、多様な政策領域や暮らしの細部にジェンダーの視点

を落とし込む政策は、国内外で求められている「ジェンダー主流化」アプローチそのものだ

と言えるでしょう。また、男女別データの取得だけでなく、「小さな変化」をとらえるための

定量的な指標づくりを進めようとしていることは、極めて先駆的です。数値目標の達成だけ

ではなく、変革のプロセスそのものを丁寧に捉え、みんなで共有しながら前に進もうとする

姿勢が見えてきます。 

さらに、子どもたちの学びについては、科学的な根拠と人権に基づいた国際的なガイドラ

イン（「包括的性教育」）の活用を通じ、自分と相手を尊重する人間関係の持ち方やコミュニ

ケーションの取り方、SNS 上のトラブルや性被害から身を守る知識など、安心して人とつな

がりながら生きていくための基礎的な力を育てる方針が示されています。これは、生涯を通

じてウェルビーイング（心・身体・社会的な健康）を保ちながら生きていくための教育です。

「子どもの人権と安全を守るまち」「子どもたちの生きる力を育むまち」という豊岡市の価値

観が伺えます。 

性別・性自認、世代、働き方、家族の形、背景の違いを越えて、誰もが安心して暮らし、自

分の人生を選べるまちへ。ジェンダーギャップの解消の先には、「すべての人が生きやすい、

持続可能なまち」がある、ということを豊岡市が示してくださることを期待しています。 
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豊岡市に住み、事業所等で働いている人の平均給与収入額（年収）には、大きな男女格 

差があります。

2024 年における女性の平均給与収入額は、18～30 歳では男性の平均給与収入額の

75.9％ですが、51～60 歳の女性の平均給与収入額は男性の 55.7％となっています。

年齢が上がるにつれて男女格差は拡大しています。2017 年における女性の平均給与収

入額に比べて、18～30 歳では 2.5％増加しており、51～60 歳の女性では 3.4％増加

していますが、その傾向は現在も続いています（図１）。 

 

図１ 豊岡市の男女別・年代別の平均給与収入額（年収）（2017 年・2024 年） 

 

            【豊岡市 県民税課税データから作成】 

 

 

豊岡に住み、事業所等で働いている人の雇用形態（正社員・正社員以外）には、大きな 

男女格差があります。 

雇用されている男性の 78.8％は正社員ですが、女性の場合は 60.0％にとどまってい

ます（表１）。 

女性の正社員以外が多い原因は、女性が結婚や出産により退職し、その後に正社員以

外で再就職するからではないか、そして、正社員以外が多いことによって、男女の平均給

与収入額に格差が生じているのではないかと推測されます。 
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表１ 

 

出典：総務省統計局「経済センサス―基礎調査」(2009 年、2014 年) 

同「経済センサス―活動調査」(2012 年、2016 年、2021 年) 

※2016 年調査までは、「正社員・正職員」の区分で集計されていたが、2021 年調査では区

分の変更があり「無期雇用者」となっているため、「無期雇用者」を「正社員」とした。 

 

豊岡市役所の職員の男女比は、男性 66.７％、女性 33・3％です。また、年齢構成で

は、50 代の男性職員数が極端に多く、男女比、年齢構成ともにバランスを欠く状態とな

っています。男女比を年代で比較すると、40 歳以上の職員では、男性が 71.2%、女性

が 28.8%、40 歳未満では男性が 60.5%、女性が 39.5%と、徐々に男女比の差が解消

されつつあります。（図２）。 
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図２ 豊岡市職員の男女別年齢構成の状況（2025.4.1 現在） 

 

 

2019 年度時点では、40 代の女性職員の多くが、庶務や窓口などの類似の配属を長

期間経験している傾向がありました。これは、人事異動時に、無意識のうちに性別による

職務配分を行ってきた可能性があり、多様な経験が少ないことも女性特有の自信のなさ

に強く影響を及ぼしている と考えられます。 

2023 年度に改訂した人材育成基本方針では、人事異動について、新規採用職員は、

原則として 10 年間を目安に 3 か所程度の部署を経験させることとしています。それ以

外の職員については、在職期間 3 年から 5 年での異動を目安としており、男性の多かっ

た職場には女性を、女性の多かった職場には男性を配置し、多様な配属先を経験するこ

とで、男女平等な経験の機会を与えています。（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体 870 人（男性 580 人、女性 290 人） 

          66.7%    33.3% 
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図３ 40 歳代職員の配属履歴と経験業務の男女比較 

 

 

 

公務員職場における女性管理職比率（2024 年度）は、全国市区平均 18.6%、兵庫県市

町村平均 22.2%に対して豊岡市役所は 15.3％（2025 年度 18.6%）と低く、政策決定

の場に女性が少ない状況にあります（表 2）。 

豊岡市役所における女性管理職の割合は、2019年度の9.3%から 2025年度の18.6%

と 9.3 ポイント増加しましたが、女性においては、管理職候補者となる課長補佐級の職員

数（男性：109 人・女性：34 人）が極端に少ないという実態から、今後５年間で飛躍的

に女性の管理職が増える可能性は低いといえます。 
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表２ 公務員職場における女性管理職の割合 

 

区分 年度 豊岡市役所 
兵庫県内 

市町村平均 

全国 

市町村平均 

公務員

職場 

2019 年度 9.3％ 17.0％ 15.6％ 

2024 年度 15.3％ 22.2％ 18.6％ 

※豊岡市役所 2025 年度 18.6％ 

 

 

 

 

  
コラム② 産後うつ 

 

産後 1 年までに死亡した妊産婦の死因で最も

多いのが「自殺」です。その要因といわれている

のが「産後うつ」ですが、産後うつの発症リスクは

産後 2 週間から 1 か月がピークです。うつを防ぐ

には「十分な睡眠をとれる」ことと「朝日を浴びて

散歩」ができるような環境により、体内に「セロトニ

ン」というホルモンを増やすことが重要ですが、こ

の二つこそが、産後の女性にとっては一番難しい

ことです。（略）この時期に、まずはたった 2 週間

から 1 カ月でもいいですから、夫が育休をとって

夜中の育児を一緒に支えて、妻が休める時間を

作ることで、妻の命を救うことになるのです。 

 

（出典：ＰＨＰ新書「男性の育休」天野 妙 著） 

コラム① 女性が退職で失う生涯賃金は約 2 億円！ 

 

厚生労働省の「賃金構造基本統計調査」によれば、大卒フルタイム正社員で出産なしの場合、

60 歳まで勤めた時の生涯賃金は約 2 億 5,800 万円なのに対し、育休を 2 回とった場合は約 2 億

3,000 万円、第 1 子出産時に退職した場合は約 3,800 万円、パートで復職した場合は約 4,800 万

円と、正社員の職を失うと、生涯賃金にかなり大きな差が生じることがわかっています。 

 

（出典：ＰＨＰ新書「男性の育休」 天野 妙 著） 
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コラム③ 6 歳未満の子どもを持つ夫婦の家事・育児時間の国際比較 

 

6 歳未満の子どもがいる家庭において約 7 割の夫が家事・育児を全くしない「ゼロコミット男子」です。

言い換えれば約 7 割の妻は「ワンオペ育児」中であり、家事・育児を一人で回していることになります。 

日本家庭において家事・育児関連の合計時間（夫婦合算）は、8 時間 57 分で、そのうち妻は家事

に 3 時間 49 分（87%）、育児に 3 時間 45 分（82％）費やしているのに対して、男性は家事に 34 分

（13%）、育児に 49 分（18%）を費やしています。 

妻と夫の負担割合が、家事では８７：１３、育児では８２：１８。 

つまり、家事育児が妻に著しく偏っており、妻は夫の 5 倍以上も家事・育児に時間を費やしているこ

とがわかります。他国と比べて、日本男性の家事・育児時間の少なさは一目瞭然です。 

（略） 

さらに、厚生労働省「21 世紀成年者縦断調査」によれば、夫の家事育児時間と第 2 子の出生率に

は相関関係があることもわかっています。休日に夫が家事育児を 6 時間以上行う夫婦では、８７％の

割合で第 2 子以降が生まれているのです。 

一方、夫の家事・育児時間が全くない家庭では、第 2 子以降が出生する確率は 10%程度と、大きく

差が開いています。 

（出典：ＰＨＰ新書「男性の育休」天野 妙 著） 
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0101 ジェンダーギャップ解消の必要性を学び、特に子どもたちの未来に関わることだと理解し

ている市民が増えている 

0102 多世代・多様な市民が、ジェンダーギャップ解消の意義やメリットを語っている 

0103 市の施策にジェンダー視点が主流化（注１）され、ジェンダーギャップ解消の必要性が市民

の暮らしの中に浸透している 

0201 多世代・多様な市民によるコミュニケーションが活発に行われている 

0202 地域活動に参画しリーダーシップを発揮する女性や若者が増えている 

0203 女性や若者の声やニーズが政策に反映されている 

0301 経営者がジェンダーギャップ解消に向けてリーダーシップを発揮している 

0302 先進的な事例やノウハウを手本にして変革に取り組む事業所が増えている 

0303 性別に関わらずフェアな評価により活躍の場が広がっている 

0304 性別に関わらず家事、育児、介護のための休暇等の取得が進んでいる 

0401 家事・育児・介護等の価値や意義が知られている 

0402 スキルを磨いて家事・育児・介護等に主体的に関わる男性が増えている 

0403 家事・育児・介護等に関する支援の仕組みが構築されている 

0501 自己実現に向けてチャレンジする女性が増えている 

0502 まちのあちこちで女性同士のつながりが生まれている 

0503 経済的に自立するための相談支援体制が構築され、活用する女性が増えている 

0601 保育園・こども園・幼稚園・学校等でジェンダー視点を取り入れた保育・教育が行われている 

0602 子どもたちが性別にとらわれず自分のありたい姿を描き、実現に向けて行動している 

                                           

（注１） ジェンダー視点：「社会的・文化的に作られた性別（ジェンダー）」が性差別、性別による固

定的な役割分担、偏見等につながっていることを理解すること。 

ジェンダー視点の主流化：ジェンダーの視点をあらゆる施策に反映すること。 
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本戦略の期間は、2021 年度から 2030 年度までの 10 年間とします。 

前期５年（2021 年度～2025 年度）、後期５年（2026 年度～2030 年度）とし、適

宜見直すこととします。 

  

上位目的：この戦略において５～10 年程度で実現したい姿 

戦略目的：この戦略において３年程度で達成したい姿 

コラム④ 女性の体をめぐるデータ・ギャップ？ 

 

【オフィスの室温】 

オフィスの標準室温は、1960 年代に、47 歳で体重 70 キロの男性の安静代謝率を基準として

設定することに決まった。しかし、最近の研究によって、「軽度の事務を行う若い女性の安静代謝

率」は、同じ職種の男性の標準値よりも「だいぶ低い」ことが明らかになった。 

この基準では、女性の安静代謝率が実際よりも 35 パーセント高く見積もられており、現在のオフィ

スの室温は、女性にとっての適温より平均で 2.8 度も低くなっている。 

 

【ピアノ】 

1998 年、ピアニストのクリストファー・ドニソンはこう記した。 

「世の中には大きく分けて 2 種類の人がいる。手が大きい人たちと、手が小さい人たちだ。」 

ドニソンは男性としては平均よりも手が小さく、長年、従来のピアノの鍵盤で苦労してきた。だが、

彼の記述は、女性の立場から書いたものとしても適用する。女性のほうが平均的に男性よりも手が

小さいことは多くのデータから明らかになっている。ところが、まるで、「男性向け」は「万人向け」だと

言わんばかりに、器具の設計は、いまだに平均的な男性の手の大きさを基準に行われている。性差

とは無関係なはずの製品が、男性向けの汎用品のように設計されることで、女性たちは不利益を被

っている。成人の女性のピアニストの 87％は、この鍵盤で不利になることが明らかになった。 

 

（出典：河出書房新社「存在しない女たち」 キャロライン・クリアド＝ペレス著 神崎朗子訳） 
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⑴ ジェンダー視点の主流化（男女別データの収集・分析、ジェンダー分析に基づいた施

策の立案・実施・モニタリング・評価）に努め、様々な統計やアンケート結果等の分析を

踏まえながら、戦略の遂行、見直しを行います。 

⑵ ジェンダーギャップの解消は、強い意思のもとに、長期にわたって継続的、総合的に

実施するため、庁内の関係部署と連携しながら事業を進めます。 

⑶ 戦略目的を達成するためには、戦略及び戦略に盛り込まれる個々の事業の策定・実施

にあたって、関係する市民・事業所・団体・行政の協働が不可欠であることから、協働の

推進体制を整えます。 

⑷ 次の手順で事業を実施します。 

 

 

  

■先進事業所の可視化と他の事業所への波及 

 表彰制度創設（審査、表彰）、事例発表等 

■管理職、従業員の意識・ 

行動改革 

 ワークショップ開催等 

■女性従業員のキャリア形成 

支援・ネットワークづくり 

 ワークショップ開催等 

■経営者の認識向上 

 商工団体、業界団体等での説明、経営者との対話等 

■経営者の意識改革 

 従業員アンケート支援、ワークショップ、事例共有会開催等 

■人事担当者の意識改革、改善手法検討 

ワークショップ、事例共有会開催等 

■市民の 

理解拡大 

 

 

 

取り組む理

由、事例等

の可視化、

広報、意見

交換等 
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■先進地域の可視化と他の地域への波及 

 事例発表、広報等 

■地域による実践 

多世代・多様な市民の参画による組織運営、地域課題解決に

向けた取組みの検討実施等 

■地域リーダーの認識向上 

■ジェンダーバイアスの存在に気づく 

 （※ジェネレーションギャップの理解も含む） 

 地域コミュニティ会長会議、区長会等での説明、地域リーダ

ーとの対話等 

■地域リーダーの意識改革（危機感の共有） 

■ジェンダーギャップ解消の意義・メリット・必要性の理解 

 説明会、ワークショップ、事例共有会開催等 

■組織のあり方の見直し、改善手法、仕組み検討 

ワークショップ、事例共有会開催、女性のネットワークづく

りなど 

■市民の 

理解拡大 

 

 

 

取り組む理

由、事例等

の可視化、

広報、意見

交換等 
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【家庭・個人】 

■ジェンダーバイアスの存在に気づく 

 （※ジェネレーションギャップの理解も含む） 

    ↓ 

■ジェンダーギャップ解消の意義・メリット・必要

性を理解する 

    ↓ 

■男女で話し合う 

・家族の将来設計を考える 

 ・ケアワーク（家事・育児・介護等）に費やす時

間、ケアワークの労働対価を可視化して役割分

担を考える 

    ↓ 

■男女で家計責任（世帯収入）とケア責任（家事・

育児・介護等）を分かち合う 

市（行政）のジェンダーギャップ解消の推進 

市の施策にジェンダー視点を主流化、ワークショッ

プの実施、広報等 

あらゆる施策に反映、広報等 

地
域
に
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る
ジ
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ᶌ
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ᶅ
プ
解
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■学校等におけるジェンダーギャップ解消の推進 

 ジェンダー視点を取り入れた保育・教育が行われ、子どもたち

がジェンダーギャップ解消の意義・メリット・必要性を家庭内で

語っている 
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後期計画は、これまでの戦略の効果や課題を捉えて、さらなる挑戦を進めていきます。 

 

ア ジェンダーギャップ解消に向けた政策のＰＤＣＡサイクルを確立するために、KPI 

（重要業績評価指標）に加えて、ジェンダーギャップ解消の「途中経過」や「取り組み

の質」、地域・家庭での女性のエンパワーメントを可視化し定量的に把握する指標の研

究を進めます。 

 

ア 地域防災へのジェンダー視点が重要であることから、危機管理課や地域づくり課と連

携した取り組みを進めます。 

イ 地域コミュニティや自治会での女性の役員の就任を促進するため、役員に一定比率で

女性を就任させることを規約に盛り込むことの要請を検討するとともに女性の役員の就

任をサポートする補助金の創設等の検討を行います。 

ウ 子育ての負担や役割が地域全体で支え合いをめざす豊岡版「ともそだて」の検討を行

います。 

ア 性別に関わらず誰もが働きやすく、働きがいのある職場づくりをさらに進めるため、

豊岡市ワークイノベーション推進会議の会員事業所数の拡大と活動を推進します。 

イ 性別に関わらず誰もが働きやすく、働きがいのある事業所を増やすため、豊岡市ワー

クイノベーション表彰制度の達成状況に応じたインセンティブを関係部署と連携した創

出を検討します。 

ウ 中小事業所の育児介護休業制度の整備が進むよう育児介護休業制度運用における好事

例を共有するなど情報提供を進めます。 

ア 家庭での家事育児分担を把握し、負担の軽減や偏在の見直しを促進するため、豊岡流

／ラク家事・育児コミュニケーションシートの子育て世帯への活用を推進します。 

ア 子どもたちに自己理解・他者理解を促すため、オリジナル絵本「みらいへの つばさ

を ひろげて」を活用した教育を推進します。 

イ 人権・多様性を尊重する子どもたちを育てるため、「こころ」と「からだ」を大切に

する発達段階に応じた包括的性教育（人間関係、価値観、人権、セクシュアリティ、ジ

ェンダー、人間のからだと発達、性と生殖に関する健康などの理解）に関する意識啓発

を推進します。 
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本戦略と他の計画等との関係は、次のとおりです。 

 

【豊岡市まちづくり全体のイメージ】（豊岡市ジェンダーギャップ解消戦略の位置づけ） 

 

 

この戦略は、豊岡市基本構想の次の項目のうち、ジェンダーギャップの解消に関する

事項を推進するための取組みを定めるものです。 

 

主要手段４ 多様性を受け入れ、支え合うリベラルな気風がまちに満ちている 

具体的手段⑴ 多様性がまちの原動力になっている 

取組方針ア 多様な人々がまちづくりや経済活動の中でいきいきと役割を果た

している 

取組方針イ 多様性の価値が理解され、生かされている 

具体的手段⑵ 様々なつながりの中で、それぞれの役割が果たされている 

取組方針ア つながりを創る人や組織の活動が増えている 

取組方針イ つながりを醸成する場が増えている 
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この戦略は、豊岡市地方創生総合戦略に位置付けられているジェンダーギャップの解

消に関する事項を推進するための取組みを定めるものです。 

 

   この戦略は、第４次豊岡市男女共同参画プランの目指す将来像「だれもがいきいきと

暮らすことができる寛容な社会」の実現に向け、ジェンダーギャップの解消を切り口と

した取組みを定め、推進していくためのものです。 

 

  この戦略は、豊岡市多様性推進方針の基本理念「『命への共感』に基づいて、だれもが

多様なちがい（ダイバーシティ）を理解し、公平・公正（エクイティ）に扱われ、一体感

を持って組織・社会に包摂（インクルージョン）されるまちづくり」の実現に向け、ジェ

ンダーギャップの解消を切り口とした取組みを定め、推進していくためのものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム⑤  漢字の世界は女性が主役？？？ 

 

女偏の漢字はたくさんありますが、男という字は漢字の部首にはなっていません。 

「男」という字は、「田を力を入れて耕す」という意味。オンライン漢和辞典で「女」をキーワードにし

た登録漢字は、なんと 600 個を超えています。 嫁、婦、娘、妊、奴… 

一方、部首ではありませんが、「男」が漢字の一部に充てられている漢字は、17 個でした。 

男性が標準となって社会が組み立てられているために、男偏がつくられていないのではないでしょう

か？ 



40 
 

 



41 

豊岡市ジェンダーギャップ解消戦略に基づく事業・成果目標 【後期 2026 年度～2030 年度】                                       

上位目的 固定的な性別役割分担を前提とした仕組みや慣習が見直され、お互いを尊重し支え合いながら、いきいきと暮らしている 

戦略目的 ジェンダーギャップ解消の必要性を自分ごととして捉え、行動する人が増えている 

【成果目標】 

男女格差の解消が進んでいると感じる市民の割合（男女別・年代別） 

地域の意思決定・方針決定に参画する女性の割合（男女別・年代別） 

男性が家庭において家事・育児・介護に関わる度合い（男女別・年代別）       

 

主要手段－具体的手段 具体的な事業等 成果目標 

手段01 市民にジェンダーギャップ解消の必要性が知られている ・研修を実施した地域コミュニティ組織の数 

0101 ジェンダーギャップ解消の必要性を学び、

特に子どもたちの未来に関わることだと

理解している市民が増えている 

ジェンダーギャップ解消に関する情報発信、ジェンダーギャップ解消の必要性（アンコン

シャスバイアス、DV・セクシャルハラスメントを含む女性に対する暴力の根絶等含む）の

理解促進教材の制作・活用、市民講座・体験型ワークショップ等の実施 

・研修を実施した団体数、実施回数、参加者数（男女別） 

0102 多世代・多様な市民が、ジェンダーギャッ

プ解消の意義やメリットを語っている 

ジェンダーギャップ解消の取組み事例を発信（事業所・行政機関・地域・教育機関等）、外

国人住民の声を発信 

・豊岡市公式 WEB サイト閲覧（セッション）数 

・出前講座数（新規） 

0103 市の施策にジェンダー視点が主流化され、

ジェンダーギャップ解消の必要性が市民

の暮らしの中に浸透している 

 

ジェンダーギャップ解消推進アドバイザーの設置、ジェンダーギャップ解消に関する条例

制定、市の政策にジェンダー視点の主流化を推進（男女別データの収集・分析、ジェンダ

ー分析に基づいた施策の立案・実施・モニタリング、評価）、男女別データの収集・発信、

ケアワークの社会的価値等の啓発、ジェンダーギャップ解消の取組の定量化指標の研究

（新規） 

 

 

 

 

手段02 地域において男女が共に意思決定・方針決定に参画している 
・市の審議会等の女性委員の割合 

・地域コミュニティ組織における女性役員の割合 

0201 多世代・多様な市民によるコミュニケーシ

ョンが活発に行われている 

地域啓発推進アドバイザーの設置、地域づくり計画に多世代・多様な人の意見を反映させ

る仕組みづくり、地域コミュニティ組織のジェンダー視点を踏まえた活動支援（地域づく

り計画の見直し、地域課題の解決に向けた取組み支援[地域の防災計画・避難所運営・防災

リーダー等]）、ジェンダー視点に配慮した地区集会施設整備支援（地区集会施設整備補助

金）、意思決定の場に女性や若者が参画している地域へのインセンティブ導入検討（地域

コミュニティ活性化交付金「活動促進事業交付金」）、地区要望に女性や若者目線の意見を

取り入れる取組み促進、豊岡版「ともそだて」の検討（新規） 

・地域啓発推進アドバイザーによる活動支援団体数 

・多世代・多様な意見を取り入れた避難所運営マニュアル

を策定済の地域コミュニティ組織数 

・多世代・多様な意見を取り入れた地域づくり計画を策定

済の地域コミュニティ組織数（新規） 

・女性・若者の参加や合意形成を行った地域コミュニティ

組織数 

・地区集会施設整備補助金活用団体数 

0202 地域活動に参画しリーダーシップを発揮

する女性や若者が増えている 

地域の会議や行事に女性や若者をはじめ多様な人が参加できる仕組みづくり（見直し含

む）、地域の人材を発掘・育成（女性や若者向けの地域づくり研修）、地域防災リーダーの

活躍機会の提供と市の取組みの情報提供、防災ワークショップ・防災出前講座等への参加

促進、女性の消防団員の入団促進の検討・実施、議会・政治参加の魅力発信（議会活動の

情報発信や議会傍聴の周知、女性や若者を中心とした意見交換会の実施等）、地域の女性

リーダー育成プログラムや政治参加プログラムの検討・実施、地域コミュニティ組織や自

治会の意思決定層に女性が参加できる仕組み作りの支援（補助金の創設等）（新規） 

・市議会議員に占める女性の割合 

・投票率（男女別、年代別） 

・自治会役員（区長・副区長）に占める女性の割合 

・ＰＴＡ（小中学校・義務教育学校）会長・副会長に占め

る女性の割合・地域コミュニティの部員数（男女別）（新

規） 

・ひょうご防災リーダー講座受講者数（女性） 

・防災士登録者数（女性） 

・地域コミュニティ組織における防災関係の女性部会員

数 
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・自主防災組織の女性組織員数 

・女性消防団員数 

・防災ワークショップ・出前講座の女性参加者数とその割

合 

・研修の参加人数（男女別） 

0203 女性や若者の声やニーズが政策に反映さ

れている 

女性や若者の声を聴く意見交換会・ワークショップ、さまざまな分野における女性の参画

率の向上、女性、若者の視点を取り入れた政策の推進（暮らし、子育て支援、まちづくり、

公共交通など） 

・農業委員会における女性委員の割合 

手段03 女性も男性も働きやすく働きがいのある事業所が増えている 
・女性従業員の２/３以上が「働きやすくて働きがいがあ

る」と評価している事業所数 

0301 経営者がジェンダーギャップ解消に向け

てリーダーシップを発揮している 

ワークイノベーション推進会議への加入促進、ワークイノベーションの推進（事業所向

け）、キャリアデザインアクションプランの推進（市役所向け） 

（性別にとらわれない人材育成・人員配置、透明性のある人事評価制度の再構築、役職者

へのジェンダーギャップ解消に向けた教育の徹底、個を生かすマネジメントの実施、性別

にかかわらず多様な職務経験、女性のエンパワーメント研修、職場でのセクシャルハラス

メント・パワーハラスメント等防止対策の啓発、職場の環境改善（男女共用のトイレの改

修、多目的トイレの整備、デジタル技術の活用など） 

入札参加資格申請に主観点数加算項目にジェンダーギャップ解消に関連する項目を追加、

女性の消防職員採用促進 

・国連「女性のエンパワーメント原則（WEPs）」署名事業所

数 

・ワークイノベーション推進会議加入事業所数 

・研修の参加人数（男女別） 

・入札参加資格申請における主観点数加算申請事業所数 

・女性消防職員数 

0302 先進的な事例やノウハウを手本にして変

革に取り組む事業所が増えている 

優良事業所の表彰（豊岡市ワークイノベーション表彰制度「あんしんカンパニー」）、表彰

事業所の事例発表会、仕事のマルチタスク化推進（チームで動く）、ロールモデルづくり

（育休明けの女性・男性） 

・ワークイノベーション表彰制度「あんしんカンパニー」

認定事業所数 

0303 性別に関わらずフェアな評価により活躍

の場が広がっている 

 

ワークイノベーションの推進（事業所向け）（再掲）、キャリアデザインアクションプラン

の推進（市役所向け）（再掲） 

・市職員に占める女性の割合（男女別※年代別は別途把

握） 

・市職員管理職（課長級以上）に占める女性の割合 

・民間事業所の課長相当職に占める女性の割合 

0304 性別に関わらず家事、育児、介護のための

休暇等の取得が進んでいる 

育児休業・育児目的休暇の取得促進（男女ともに）、男性の家庭進出と女性の社会進出促

進・啓発、介護離職防止のための取組みの支援（介護休暇、介護保険制度等の周知）（新規） 

・市職員の男性育児休業取得率 

・民間事業所の育児休業取得者数（男女別） 

・民間事業所の男性育児休業・育児目的休暇の取得率 

・民間事業所の女性育児休業取得率 

手段04 家庭において男女が家計責任（世帯収入）とケア責任（家事・育児・介護等）を分かち合っている 
・「男は仕事、女は家庭」という考え方に「そう思わない」

という市民の割合 

0401 家事・育児・介護等の価値や意義が知られ

ている 

子育て世帯における男女の家事・育児時間の可視化（アンケート調査）、男女の収入格差の

客観的な可視化、男女で支え合う家庭生活の基盤づくり促進（両親学級・プレパパセミナ

ー）、人生 100 年時代の将来設計（マネーシミュレーション・キャリアデザイン・ライフプ

ラン）を考えるセミナー、高齢単身女性の貧困の可視化（新規）、将来に備えるための終活

セミナー、エンディングノートの普及推進（新規） 

・研修参加者数（男女別） 

・研修参加者のうち男性の占める割合 

 

0402 スキルを磨いて家事・育児・介護等に主体

的に関わる男性が増えている 

子育て中の男性の家事・育児スキル習得促進、人生 100 年時代のライフスキル習得促進（男

性の家事・育児・介護スキル習得セミナー）、豊岡流／ラク家事・育児コミュニケーション

シートの活用促進（新規） 

・研修参加者数（男女別） 

・研修参加者のうち男性の占める割合 

・講座を開設した地域コミュニティ組織の数 

・豊岡流／ラク家事・育児コミュニケーションシートを活

用したワークショップや研修会への参加者数（新規） 
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0403 家事・育児・介護等に関する支援の仕組み

が構築されている 

妊娠期からの切れ目ない支援（専任保健師の配置、母子手帳交付時全数面接、妊婦訪問、

ベビー人形による育児体験、新生児訪問、乳児全戸訪問、産後ケア、医療機関・関係機関

との連携事業（養育支援ネット、養育支援訪問）、産前・産後サポーター（ホームヘルパー）

派遣事業、マタニティママ＆ベビー交流会、母子手帳アプリ等を利用した情報発信の充

実）、支え合い生活支援サービス事業（家事代行・買い物代行など）の充実、地域コミュニ

ティにおける高齢者や障がい者等の見守り、声かけ、カフェの充実（地域内でのサポート

を強化）、ファミリーサポートセンターの制度周知と会員数の拡大、子育て世帯への情報

提供システムの効果的な運用 

※事業所が自社に保育施設（病児も受入れ可）をつくる、男女差を埋めることができるＡ

Ｉ・IoT の活用、アウトソーシング（家事代行・介護タクシー・買い物代行など） 

・母子手帳交付時面談の実施率（分母：母子手帳交付数） 

・新生児訪問実施率 

・ベビー人形による育児体験に父親（パートナー）が参加

した率（分母：参加組数） 

・支え合い生活支援サービス事業受託者数、サービス量 

・ファミリーサポートセンター会員数  

 

手段05 自分のありたい姿に向かって、経済的に自立し、いきいきと暮らす女性が増えている 
・女性の正規社員としての就職数 

・創業された女性の数 

0501 自己実現に向けてチャレンジする女性が

増えている 

ひとり親家庭の経済的自立応援事業（相談支援体制の充実、看護師・保育士等資格取得支

援） 

子育て中の女性の就労促進（女性のエンパワーメント、無意識バイアス克服、自己肯定感

を高める、マネーシミュレーション、キャリアデザインに関するセミナー、IT スキル習得

支援、デジタルマーケティングスキル習得支援等） 

起業支援体制の充実（IPPO TOYOOKA 総合相談【無料ビジネス・創業支援相談】）、UI ターン

促進、起業チャレンジ支援補助金、地域おこし協力隊員の募集・受入れ、スマート農業推

進、農業スクール、DV を含む女性に対する暴力の根絶、DV 相談支援体制の充実 

・資格取得に関する給付金制度利用者数 

・子育て中の女性の就労促進事業による就職内定者数 

・子育て中の女性のデジタル・マーケティング人材の育成

人数 

・女性の起業相談者数 

・移住者数（成人女性）※地域づくり課窓口経由関係 

・女性の「起業チャレンジ支援補助金」補助金交付件数 

・地域おこし協力隊員応募者における女性の割合 

・ドローン導入経営体 

・アシストスーツ導入経営体 

0502 まちのあちこちで女性同士のつながりが

生まれている 

女性や若者向けの研修の実施（0202 再掲）、様々なロールモデルと出会う機会の創出（子

育てしながら働く女性、異業種、起業者、女性従業員、女性消防職員等）、女性のネットワ

ークづくり（地域、移住者、子育てしながら働く女性、異業種、起業者など）、子育て支援

総合拠点の活用 

・ロールモデルと出会う機会の創出（事業実施回数） 

・女性のネットワークづくり（事業実施回数・参加人数） 

0503 経済的に自立するための相談支援体制が

構築され、活用する女性が増えている 

ひとり親家庭の総合的な相談支援体制の構築（ワンストップ化）、ひとり親家庭支援制度の

啓発促進、ひとり親家庭相談（母子父子自立支援員）、母子・父子自立支援プログラム策定

（新規）、ハローワークと連携した女性の就職相談会、ハローワークと連携した現況届提出

期間中のひとり親の就職相談会、ひとり親が気軽に相談しやすい相談窓口の環境整備、子

育て支援総合拠点の整備・活用（再掲） 

・ひとり親家庭相談件数 

・個別相談会参加者数 

・母子・父子自立支援プログラム策定件数（新規） 

・児童扶養手当現況届夜間受付日数・件数 

手段06 子どもたちがジェンダーギャップ解消の必要性を自分のことばで語っている 
・将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合 

・自分にはよい所があると思う児童生徒の割合 

0601 保育園、こども園、幼稚園、学校等でジェ

ンダー視点を取り入れた保育・教育が行わ

れている 

 

ジェンダーギャップ解消に係る教職員研修の実施、 

保育園・認定こども園・幼稚園、学校等で多様性（ジェンダー含む）の保育・教育の実施、 

メモリアル防災減災授業（年３回、幼稚園・認定こども園・小学校・中学校・義務教育学

校で実施）の教材づくり 

※市が国交省と協働で作成、提供している教材（指導要領、ワークシート、教材等）へ防

災分野におけるジェンダーギャップ解消についての考え方を解説した新たな教材を加え

る。 

・市立小学校・中学校・義務教育学校の教員に占める女性

の割合（男女別※年代別は別途把握） 

・市立小学校・中学校・義務教育学校の教頭以上に占める

女性の割合（校長・教頭） 

・市立小学校・中学校・義務教育学校の主幹教諭に占める

女性の割合 

・市立就学前施設（園）の保育士・教諭に占める男性の割

合（新規） 

・学校経営研修会実施回数 

絵本「みらいへの つばさをひろげて」を活用した教育の
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実施した学校園数（新規） 

0602 子どもたちが性別にとらわれず自分のあ

りたい姿を描き、実現に向けて行動してい

る 

ジェンダーギャップ解消に係る学習の推進（小学校・中学校・義務教育学校）、デート DV

防止教育（中学校・義務教育学校）、包括的性教育（人間関係、価値観、人権、セクシュア

リティ、ジェンダー、人間のからだと発達、性と生殖に関する健康などの理解）（新規）、

高校でジェンダー視点を取り入れたライフキャリア教育の取組み促進(啓発) 

・中学校・義務教育学校の保健体育科等で「デートＤＶ」

を取り上げる学校数（割合） 
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１ 基本目標、主要手段、成果目標及び事業【後期 2026 年度～2030 年度】 

 ⑴ 基本目標 

戦略目的 
ジェンダーギャップ解消の必要性を自分ごととして捉え、行動する人

が増えている 

成果目標 基準値 目標値 

普段の生活で、女性だから、男性だからこうあるべきと

いう決めつけや固定的な性別役割分担を前提とした仕組

みや慣習などによる男女間の差を感じる市民の割合 

男性 69.8% 

女性 69.3% 

2025.6.13 

男性 60％ 

女性 60％ 

 

地域の意思決定・方針決定に参画する女性の割合 

①地域コミュニティ組織における女性役員の割合 

②自治会役員（区長・副区長・会計）に占める女性の割合 

①15.4% 

②区長 0.0% 

 副区長 1.7% 

 会計 3.7% 

2024 年度  

①30.0% 

②区長５% 

 副区長 10% 

 会計 10% 

 

家庭において家事・育児・介護に関わる度合い 

（高校生までの子どもを持ち働いている方の中で仕事・

家事・育児に要する男女の時間） 

男性 2.4 時間 

女性 5.9 時間 

2025.6.13 

   － 

 

⑵ 主要手段・具体的手段、成果目標及び事業 

主要手段 01 

（２桁） 
市民にジェンダーギャップ解消の必要性が知られている 

指標 基準値 目標値 

研修を実施した地域コミュニティ組織の数 
３組織 

2024 年度 
29 組織 

 

主要手段を実現するための

具体的手段 01-01（４桁） 

ジェンダーギャップ解消の必要性を学び、特に子どもた

ちの未来に関わることだと理解している市民が増えて

いる 

指標 基準値 目標値 

研修を実施した団体数、実施回数、参加者数（男女別） 

・豊岡市区長連合会（年１回） 

・各地域区長協議会（全６団体） 

実績なし 

2024 年度 

１回/年 

全６団体/年 

   

具体的手段を実現するための事業 事業概要 担当課 

01-01-

01 

ジェンダーギャップ解

消に関する情報発信 

ジェンダーギャップの現状（雇

用、意思決定、家事・育児等）

とジェンダーギャップ解消の

意義・メリット・必要性を発信

する。 

多様性推進・ジ

ェンダーギャ

ップ対策課 

01-01-

02 

ジェンダーギャップ解

消の必要性（アンコンシ

ャスバイアスを含む）理

解促進教材の制作・活用 

まんがによる啓発冊子を制作

し、講座等での活用や、市ＨＰ

等で広く発信する。（ジェンダ

ーギャップ職場・地域・家庭編） 

多様性推進・ジ

ェンダーギャ

ップ対策課 

01-01- 市民講座・体験型ワーク 地域コミュニティ組織、区長連 地域づくり課・
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03 ショップ等の実施 合会、区長協議会、経済団体等

を対象としたジェンダーギャ

ップ解消に向けた理解促進の

ための講座・体験ワークショッ

プを実施する。 

※関係課と連携 

振興局・総務

課・多様性推

進・ジェンダー

ギャップ対策

課 

 

主要手段を実現するための

具体的手段 01-02（４桁） 

多世代・多様な市民が、ジェンダーギャップ解消の意義

やメリットを語っている 

指標 基準値 目標値 

豊岡市公式 WEB サイト閲覧（セッション）数 
24,815 件 

2024 年度 
100,000 件 

出前講座数 
４回 

2024 年度 
６回 

   

具体的手段を実現するための事業 事業概要 担当課 

01-02-

01 

ジェンダーギャップ解

消の取組み事例を発信 

事業所・行政機関・地域・教育

機関等における取組み事例や

市民の声を市広報、ホームペー

ジ、出前講座等で周知・啓発す

る。 

多様性推進・ジ

ェンダーギャ

ップ対策課・関

係課 

01-02- 

02 
外国人住民の声を発信 

多様な文化や背景を持つ外国

人住民の声を市広報・ホームペ

ージ等で発信する。また、地域

や行政等の会議に外国人住民

も参加し、意見を反映させる。 

多様性推進・ジ

ェンダーギャ

ップ対策課 

  

主要手段を実現するための

具体的手段 01-03（４桁） 

市の施策にジェンダー視点が主流化され、ジェンダーギ

ャップ解消の必要性が市民の暮らしの中に浸透してい

る 

指標 基準値 目標値 

－ － － 

 

具体的手段を実現するための事業 事業概要 担当課 

01-03-

01 

ジェンダーギャップ解

消推進アドバイザーの

設置 

市の政策にジェンダー視点を

主流化する等のジェンダーギ

ャップ解消の取組み全般に対

して、専門的立場から助言等を

行うアドバイザーを設置する。 

多様性推進・ジ

ェンダーギャ

ップ対策課 

01-03-

02 

ジェンダーギャップ解

消に関する条例制定 

市民一人ひとりが「自分ごと」

として捉え、ジェンダーギャッ

プ解消が持続可能な取り組み

となるよう条例化を検討する。 

多様性推進・ジ

ェンダーギャ

ップ対策課 

01-03- 市の施策にジェンダー 男女別データの収集・分析、ジ 多様性推進・ジ
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03 視点の主流化を推進 ェンダー分析に基づいた施策

の立案、実施、モニタリング、

評価を行う。（※ジェンダー統

計の実施と事務事業の評価・改

善） 

ェンダーギャ

ップ対策課・全

課 

01-03-

04 

男女別データ集の収集・

発信 

主要な政策領域における男女

別データを収集し、ジェンダー

ギャップの現状を客観的に可

視化して発信 

多様性推進・ジ

ェンダーギャ

ップ対策課・関

係課 

01-03-

05 

ケアワークの社会的価

値等の啓発 

保育や介護、看護のケアワーク

の社会的価値などについて市

広報、ホームページ等で周知・

啓発する。 

多様性推進・ジ

ェンダーギャ

ップ対策課 

01-03-

06 

ジェンダーギャップ解

消の取組の定量化指標

の研究（新規） 

専門機関と連携しジェンダー

ギャップ解消の取組の定量化

指標の研究を行う 

多様性推進・ジ

ェンダーギャ

ップ対策課 

 

主要手段 02 

（２桁） 
地域において男女が共に意思決定・方針決定に参画している 

指標 基準値 目標値 

市の審議会等の女性委員の割合 
30.2% 

2024 年度 
50％以上 

地域コミュニティ組織における女性役員の割合 
15.4％ 

2024 年度 
30％以上 

 

主要手段を実現するための

具体的手段 02-01（４桁） 

多世代・多様な市民によるコミュニケーションが活発に

行われている 

指標 基準値 目標値 

地域啓発推進アドバイザーによる活動支援団体数 
２団体 

2024 年度 
９団体 

多世代・多様な意見を取り入れた避難所運営マニュ

アル策定済の地域コミュニティ組織数 

１組織 

2025.4.1 
17 組織 

女性・若者の参加や合意形成を行った地域コミュニ

ティ組織数（全 29 地域） 

29 組織 

2025.4.1 
29 組織 

地区集会施設整備補助金活用団体数 
延べ 21 地区 

2021～2024 年度 
延べ 50 区 

  

具体的手段を実現するための事業 事業概要 担当課 

02-01-

01 

地域啓発推進アドバイ

ザーの設置 

ジェンダーギャップ解消推進

に取り組む地域等に対して、体

験型ワークショップを実施し、

専門的立場から助言等を行う

アドバイザーを設置する。 

多様性推進・ジ

ェンダーギャ

ップ対策課 

02-01- 地域づくり計画の見直 地域づくり計画見直しに伴う 地域づくり課・
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10・20 代 

30 代 

40 代 

50 代 

60 代 

70 代以上 

02 しに多世代・多様な人の

意見を反映させる仕組

みづくり 

アンケート調査、インタビュー

に世帯主だけではなく、女性、

若者も対象者とし合意形成を

図る。 

振興局 

02-01-

03 

地域コミュニティ組織

のジェンダー視点を踏

まえた活動支援（多世

代・多様な意見を取り入

れた地域の避難所運営

等） 

市全体の災害応急対策や復旧・

復興業務を迅速に進めるため

には地域住民の協力は不可欠

である。地域住民が広く参画

し、大規模災害時における指定

避難所の運営を行うことがで

きるよう多世代・多様な意見を

取り入れた地域避難所運営マ

ニュアル等の策定を支援する。 

危機管理課 

02-01-

04 

ジェンダー視点に配慮

した地区集会施設整備

支援（補助金） 

「地区集会施設整備補助金」の

対象事業に、多目的トイレやト

イレ内間仕切りの設置に対す

る補助メニューを項目追加す

る。 

総務課 

02-01-

05 

豊岡版「ともそだて」の

検討（新規） 

子育ての負担や役割が地域全

体で支え合いをめざす豊岡版

「ともそだて」の検討。 

多様性推進・ジ

ェンダーギャ

ップ対策課 

02-01-

06 
地区要望に女性や若者目線の意見を取り入れる取り組みを促進する。 

 

主要手段を実現するための

具体的手段 02-02（４桁） 

地域活動に参画しリーダーシップを発揮する女性や若

者が増えている 

指標 基準値 目標値 

市議会議員に占める女性の割合 
13.6% 

2025.11.1 
－ 

投票率（男女別、年代別） 男性  女性 

28.94%36.18% 

47.89%53.10% 

56.99%62.18%  

65.78%70.52% 

74.57%75.24% 

67.68%56.18% 

2024 年 11 月 

兵庫県知事選挙 

－ 

自治会役員（区長・副区長）に占める女性の割合 

区長  0％ 

副区長 1.7% 

2024 年度 

区長５% 

副区長 10% 

ＰＴＡ（小・中学校・義務教育学校）会長・副会長に

占める女性の割合 

 

33.6% 

2025.4.1 
－ 
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地域コミュニティ組織の部員数数（男女別） 

男性   女性 

74.3% 25.6% 

2025.4.1 

－ 

ひょうご防災リーダー講座受講者（女性） 

６名 

2025 年度 

 

（前期） 

30 名 

（後期） 

20 名 

防災士登録者数（女性） 
 35 名 

2025．10.31 

（前期） 

30 名 

（後期） 

50 名 

地域コミュニティ組織における防災関係の女性部会

員比率 

 

18.6% 

2025.4.1 

自主防災組織

員の中に民生

委員や福祉委

員以外で複数

名の女性の参

加を得る。 
自主防災組織の女性組織員数比率 

30.6％ 

2025 年度 

防災ワークショップ・出前講座の女性参加者数とそ

の割合 

176 名 

2024 年度 

女性の参加者

割合が３割以

上 

女性消防団員数 

①豊岡団５名 

②日高団５名 

③出石団６名 

2025.4.1 

①豊岡団 10 名 

②日高団７名 

③出石団８名 

 

   

具体的手段を実現するための事業 事業概要 担当課 

02-02-

01 

地域の会議や行事に女

性や若者をはじめ多様

な人が参加できる仕組

みづくり（見直し含む） 

・会議のあり方をリモートで自

宅でも参加できるように環境

を整える。 

・子連れで参加できるような雰

囲気の会議体制を用意する。 

地域づくり課・

振興局 

02-02-

02 

地域の人材を発掘・育成

（女性や若者向けの地域

づくり研修） 

ＩＣＴを活用した女性や若者向

けの研修が実施され、内発が高ま

るようなグループ活動の取組み

がある。（新規事業として、活動

促進交付金の活用を検討する。） 

地域づくり課・

振興局 

02-02-

03 

地域防災リーダーの活

躍機会の提供と市の取

組みの情報提供① 

兵庫県が実施する「ひょうご防

災リーダー講座」が３年に１

回、但馬地域内を会場に実施さ

れる。この講座への受講に女性

の参加を広く呼びかけ、受講い

ただくことにより、地域の防災

リーダーを増やし、地域防災力

向上につなげる。地域の防災の

危機管理課 
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取組みにスムーズに参画いた

だけるよう市から地域に対し、

講座受講者情報を提供する。 

02-02-

04 

地域防災リーダーの活

躍機会の提供と市の取

組みの情報提供② 

地区の自主防災組織、地域コミ

ュニティの防災関係の部会に

おける女性の参画の促進を図

り、地域の防災力の向上につな

げる。 

危機管理課 

02-02-

05 

防災ワークショップ・防

災出前講座等への参加

促進 

①国、社会福祉協議会、地域コ

ミュニティの協働により開催

している防災ワークショップ

（年３組織程度）と②危機管理

課の出前講座には必ず複数の

女性の参加を要件として女性

の参画を促進する。 

危機管理課 

02-02-

06 

女性の消防団員の入団

促進の検討・実施 

市では多団制を採用している

ため、まずは女性団員を採用し

ている団に対し、団員確保の観

点から、消防団幹部や現役女性

団員へのヒアリングを実施し、

女性消防団員の消防活動につ

いての参画可能性や現在の消

防団における女性参画に係る

課題等を把握したうえで、女性

消防団員の入団拡大方針等の

是非を含めて検討する。 

 ※予防広報の他、消火活動現

場活動にあっては、火災罹災者

への対応（地区の会館等でのケ

アや各種手続きの簡単な説明

などが考えられる） 

危機管理課 

02-02-

07 

議会・政治参加の魅力発

信  

議会活動の情報発信や議会傍

聴のＰＲに努めるとともに、女

性や若者を中心とした意見交

換会等の実施などを通して、議

会・政治参加への関心を高め

る。 

市議会 

（議会事務局） 

02-02-

08 

地域の女性リーダー育成プログラムや政治参加プログラ

ムの検討・実施（まちづくりに関する女性会議等） 

多様性推進・ジ

ェンダーギャ

ップ対策課・関

係課 

02-02-

09 

意思決定の場に女性や若

者が参画している地域へ

のインセンティブ導入検

地域コミュニティ活性化交付金

「活動促進事業交付金」につい

て、女性や若者が意思決定に参

地域づくり課・

多様性推進・ジ

ェンダー対策
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討 画している地域への交付金の導

入を検討や補助金の創設等を通

して地域コミュニティ組織や自

治会の意思決定層に女性が参画

できる仕組み作りを検討する。 

課 

 

主要手段を実現するための

具体的手段 02-03（４桁） 
女性や若者の声やニーズが政策に反映されている 

指標 基準値 目標値 

市の審議会等の女性委員の割合 （再掲）  

農業委員会における女性委員の割合 
9.1％ 

2025.4.1 
10％以上 

   

具体的手段を実現するための事業 事業概要 担当課 

02-03-

01 

女性や若者の声を聴く意見交換会・ワークショップを開

催し、解決策などを考える。 
関係課 

02-03-

02 
さまざまな分野における女性の参画率の向上 関係課 

02-03-

03 

女性、若者の視点を取り入れた政策の推進（暮らし、子育

て支援、まちづくり、公共交通など） 
関係課 

 

主要手段 03 

（２桁） 
女性も男性も働きやすく働きがいのある事業所が増えている 

指標 基準値 目標値 

女性従業員の２/３以上が「働きやすくて働きがいが

ある」と評価している事業所数 

20 事業所 

2025.4.1 
50 事業所 

 

主要手段を実現するための

具体的手段 03-01（４桁） 

経営者がジェンダーギャップ解消に向けてリーダーシ

ップを発揮している 

指標 基準値 目標値 

国連「女性のエンパワーメント原則（WEPs）」署名事

業所数 

11 事業所 

2025.4.1 
15 事業所 

ワークイノベーション推進会議加入事業所数 
122 事業所 

2025.4.1 

（前期計画） 
 100 事業所 
（後期計画） 

200 事業所 

ワークイノベーション推進事業 

経営者・管理職・人事担当者向け研修の参加人数 

（男女別 累計） 

男性 89 名 

女性 37 名 

2024 年度 

男性 270 人 

女性 70 人 

ワークイノベーション推進事業 

女性従業員向け研修の参加人数（累計） 

73 人 

2024 年度 
200 人 

入札参加資格審査における主観点数加算申請事業

所数 

13 者 

2025.4.1 

（前期計画） 

50 者 

（後期計画） 
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20 者 

女性消防職員数 
３名 

2025.4.1 

６名 

2026 年度 

   

具体的手段を実現するための事業 事業概要 担当課 

03-01-

01 

ワークイノベーション

推進会議への加入促進 

女性が働きたい（働きがいがあ

り、働きやすい）職場への変革

に積極的に取り組む市内事業

所が、課題やその解決方法の共

有・検討を行う推進会議への加

入を促進する。 

多様性推進・ジ

ェンダーギャ

ップ対策課 

03-01-

02 

ワークイノベーション

の推進（事業所向け） 

・経営者、管理職、人事

担当者向けセミナー 

市内事業所の経営者、管理職、

人事担当者向けに演劇ワーク

ショップや無意識の偏見の理

解、マネジメントノウハウ、男

性育休、イクボス、女性活躍推

進等のテーマでセミナーを開

催する。 

多様性推進・ジ

ェンダーギャ

ップ対策課 

03-01-

03 

ワークイノベーション

の推進（事業所向け） 

・女性のためのキャリ

ア形成支援セミナー 

市内事業所の女性従業員向け

にキャリアデザイン講義、ロー

ルモデル座談会、演劇ワークシ

ョップ、Will（ありたい姿）ワ

ークショップ等を開催する。 

多様性推進・ジ

ェンダーギャ

ップ対策課 

03-01-

04 

キャリアデザインアク

ションプランの推進（市

役所向け） 

豊岡市役所キャリアデザイン

アクションプランを推進し職

員の自律的なキャリア形成意

識の醸成を図る。求める職員像

とキャリア形成に必要なキャ

リアパスを示し、人材育成を推

進する。 

人事課 

03-01-

05 

入札参加資格申請に主

観点数加算項目を追加 

入札参加資格審査の主観点数

加算項目にジェンダーギャッ

プ解消に関連する項目を追加

する。 

総務課 

03-01-

06 

女性の消防職員の採用

促進 

消防職員の女性の採用増加に

向けた就職説明会及び職場体

験学習会を実施する。 

消防本部 

03-01-

07 

ハラスメント防止対策

に関する啓発 

職場におけるセクシャルハラ

スメント、パワーハラスメン

ト、マタニティハラスメント、

パタニティハラスメント等の

防止に向けた意識啓発を行う。 

（⇒事業所は対策を講じる） 

多様性推進・ジ

ェンダーギャ

ップ対策課 
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主要手段を実現するための

具体的手段 03-02（４桁） 

先進的な事例やノウハウを手本にして変革に取り組む

事業所が増えている 

指標 基準値 目標値 

ワークイノベーション表彰制度「あんしんカンパニ

ー」認定事業所数 

６事業所 

2025.4.1 
12 事業所 

入札参加資格申請における主観点数加算申請事業

所数 
（再掲）  

   

具体的手段を実現するための事業 事業概要 担当課 

03-02-

01 
優良事業所の表彰 

豊岡市ワークイノベーション

表彰制度「あんしんカンパニ

ー」）に基づき評価基準を満た

した事業所を認定する。また認

定事業所の事例発表会を開催

する。※仕事のマルチタスク化

推進、ロールモデルづくり 

多様性推進・ジ

ェンダーギャ

ップ対策課 

03-02-

02 

入札参加資格申請に主

観点数加算項目を追加 

 

（再掲） 総務課 

 

 

 

 

 

主要手段を実現するための

具体的手段 03-03（４桁） 

性別に関わらずフェアな評価により活躍の場が広がっ

ている 

指標 基準値 目標値 

市職員に占める女性の割合 

（男女・年代別は別途把握） 

全体 

男性 66.7% 

 女性 33.3% 

2025.4.1 

男性 60% 

女性 40% 

市職員管理職（課長級以上）に占める女性の割合 

（階層段階ごとに別途把握） 

18.6% 

2025.4.1 
20% 

民間事業所の課長相当職以上に占める女性の割合 
19.4% 

2025.6.13 
20%以上 

   

具体的手段を実現するための事業 事業概要 担当課 

03-03-

01 

ワークイノベーション

の推進（事業所向け） 
（再掲） 

多様性推進・ジ

ェンダーギャ

ップ対策課 

03-03-

02 

キャリアデザインアク

ションプランの推進（市

役所向け） 

（再掲） 人事課 
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主要手段を実現するための

具体的手段 03-04（４桁） 

性別に関わらず家事、育児、介護のための休暇等の取得

が進んでいる 

指標 基準値 目標値 

市職員の男性育児休業取得率 
100.0% 

2024 年度 
100% 

民間事業所の育児休業取得者数（男女別） 

172 人 

男性 45 人 

女性 127 人

2024 年度 

年間 150 人

（男女内訳未

設定） 

民間事業所の男性育児休業・育児目的休暇の取得率 
不明 

2019 年度 

男性育児休業

30% 

男性育児目的

休暇 70% 

民間事業所の女性育児休業取得率 
44.1% 

2025.6.13 
80% 

   

具体的手段を実現するための事業 事業概要 担当課 

03-04-

01 

育児休業・育児目的休

暇、介護休業・介護目的

休暇の取得促進（男女と

もに） 

ワークイノベーション推進会

議での啓発や、市内事業所の事

例などを市広報、市ホームペー

ジ等で発信する。 

ワークイノベ

ーション推進

会議 

多様性推進・ジ

ェンダーギャ

ップ対策課 

03-04-

02 

男性の育児休業取得促

進 

市職員向けの育児休業取得促

進啓発資料を活用した意識啓

発を行う。 

人事課 

03-04-

03 

男性の家庭進出と女性

の社会進出の促進・啓発 

市広報、市ホームページ等で周

知・啓発する。 

多様性推進・ジ

ェンダーギャ

ップ対策課 

03-04-

04 

介護離職防止のための

取組み支援 

介護休暇、介護保険制度等の周

知等を通じて、企業での従業員

向け介護離職防止のための取

組みの支援を行う。 

多様性推進・

ジェンダーギ

ャップ対策課 

高年介護課 
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主要手段 04 

（２桁） 

家庭において男女が家計責任（世帯収入）とケア責任（家事・育児・介護

等）を分かち合っている 

指標 基準値 目標値 

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」といっ

た考え方について「どちらかといえば反対」、「反対」

という市民の割合 

男性 52.5% 

女性 62.0% 

2025.6.13 

男性 85％ 

女性 90％ 

 

 

主要手段を実現するための

具体的手段 04-01（４桁） 
家事・育児・介護等の価値や意義が知られている 

指標 基準値 目標値 

研修参加者数（男女別） 

研修参加者のうち男性の占める割合 

－ 

－ 

－ 

－ 

   

具体的手段を実現するための事業 事業概要 担当課 

04-01-

01 

男女の家事・育児時間、

収入格差の客観的な可

視化 

子育て世帯における男女の家

事・育児時間を可視化（アンケ

ート調査を実施）、男女の収入

格差の可視化（課税データによ

り把握）等を行い、実態把握に

より必要な施策の検討を行う

とともに、市民への啓発を行

う。 

 

多様性推進・ジ

ェンダーギャ

ップ対策課 

04-01-

02 

男女で支え合う家庭生

活の基盤づくり促進 

男女で育児、家事を分かち合う

必要性を理解するための両親

学級・プレパパセミナーの検

討・実施。 

健康増進課・こ

ども未来課・多

様性推進・ジェ

ンダーギャッ

プ対策課 

04-01-

03 

人生 100 年時代の将来

設計（マネーシミュレー

ション・キャリアデザイ

ン・ライフプラン）セミ

ナー 

家庭の将来設計を考えるセミ

ナーの検討・実施。 

多様性推進・ジ

ェンダーギャ

ップ対策課、関

係課 

04-01-

04 

高齢単身女性の貧困の

可視化（新規） 

高齢単身女性の貧困の実態把

握により必要な施策の検討を

行うとともに、市民への啓発を

行う。 

高年介護課、多

様性推進・ジェ

ンダー対策課 

04-01-

05 

将来に備えるための終

活セミナー、エンディン

グノートの普及推進（新

規） 

将来に備えるための終活セミ

ナーを実施するともに、エンデ

ィングノートの普及を推進す

る。 

高年介護課、多

様性推進・ジェ

ンダー対策課 
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主要手段を実現するための

具体的手段 04-02（４桁） 

スキルを磨いて家事・育児・介護等に主体的に関わる男

性が増えている 

指標 基準値 目標値 

パパの子育ち＆親育ち講座参加者数 
2 回 11 人 

2018 年度 
20 人 

子育ち＆親育ち講座参加者のうち男性の占める割合 
コロナで中止 

2019 年度 
15% 

認知症サポーター養成講座参加者数（男女別） 

男性の占める割合 

養成者数 

708 人(男 320

人・女 388 人) 

男性割合 

45.2％ 

2024 年度 

養成者数 

800 人（男 400

人・女 400 人） 

男性割合 

50.0％  

 

認知症家族介護教室参加者数（男女別） 

男性の占める割合 

延参加人数 

32 人（男 5人・

女 27人） 

 男性割合 

15.6％ 

2024 年度 

参加者総数 

 60人（男24人・

女 36人） 

男性割合 

  40.0％  

 

若年性認知症の人と家族のつどい参加者数（男女

別） 

男性の占める割合 

延参加人数 

92 人（男 79 人・

女 13人） 

男性割合 

  85.9％ 

2024 年度 

（前期） 

参加者総数 

190人（男95人・

女 95人） 

男性割合 

  50％ 

 （後期） 

参加者総数 

120人（男60人・ 

女 60 人） 

男性割合 

  50％ 

講座を開設した地域コミュニティ組織の数 
２組織 

2020.4.1 
29 組織 

豊岡流／ラク家事・育児コミュニケーションシート

を活用したワークショップや研修会への参加者数

（新規） 

男性４人 

女性７人 

2024 年度 

50 人 

   

具体的手段を実現するための事業 事業概要 担当課 

04-02-

01 

子育て中の男性の家事・

育児スキル習得促進 

子育てセンターにおける父親

向け事業を実施する。 

・パパと遊ぼうデー（各センタ

ー） 

・パパの子育ち＆親育ち講座

（総合センター） 

こども未来課 
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※「子育ち＆親育ち講座」は父

母とも参加可能（総合センター

以外） 

04-02-

02 

人生 100 年時代のライ

フスタイル習得促進（介

護スキル習得セミナー） 

【認知症サポーター養成講座】 

認知症について理解し、認知症

の人や家族を温かく見守れる

サポーターを養成する。 

男性が介護を理解し、主体的に

関われるよう介護スキル等を

学ぶ機会を増やす。 

高年介護課 

04-02-

03 

人生 100 年時代のライ

フスタイル習得促進（介

護スキル習得セミナー） 

【認知症家族介護教室】 

認知症の人を介護する家族等

が、認知症に関する基本的な知

識や介護技術を習得すること

により、介護者の身体的・精神

的な負担の軽減を図る。 

男性が介護を理解し、主体的に

関われるよう介護スキル等を

学ぶ機会を増やす。 

高年介護課 

04-02-

04 

人生 100 年時代のライ

フスタイル習得促進（介

護スキル習得セミナー） 

 

【若年性認知症の人と家族の

つどい】 

若年性認知症の人やその家族、

医療や介護の専門職など誰も

が気軽に参加できる集いの場

で、情報交換や交流活動を行っ

ている。 

男性が介護を理解し、主体的に

関われるよう介護スキル等を

学ぶ機会を増やす。 

高年介護課 

04-02-

05 

人生 100 年時代のライ

フスキル習得促進（男性

の家事・育児・介護スキ

ル習得セミナー） 

地域コミュニティでの事業で

男性の家事・育児・介護教室な

どを検討・実施する。 

（男性の料理教室、介護教室

等） 

地域づくり課・

振興局 

04-02-

06 

子育て支援総合拠点の

整備・活用 
－ 関係課 

04-02-

07 

豊岡流／ラク家事・育児

コミュニケーションシ

ートの活用促進 

豊岡流／ラク家事・育児コミュ

ニケーションシートの活用し、

家庭における家事・育児の分担

を客観的に「見える化」し、家

族間の対話を促進する。 

多様性推進・ジ

ェンダー対策

課 
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主要手段を実現するための

具体的手段 04-03（４桁） 

家事・育児・介護等に関する支援の仕組みが構築されて

いる 

指標 基準値 目標値 

ファミリーサポートセンター会員数 
426 人 

2024 年度 

280 人 

母子手帳交付時面談の実施率（分母：母子手帳交

付数） 

100％ 

2024 年度 

100％ 

新生児訪問実施率 
96.4％ 

2024 年度 

90％ 

ベビー人形による育児体験に父親（パートナー）

が参加した率（分母：参加組数） 

84.6％ 

2024 年度 

80％ 

支え合い生活支援サービス事業受託者数、サービ

ス量 

11 地区 

 1,392 人 

2024 年度 

15 地区 

145 人 

   

具体的手段を実現するための事業 事業概要 担当課 

04-03-

01 

妊娠期からの切れ目な

い支援 

産後ケア、医療機関・関係機関

との連携事業（養育支援ネッ

ト、養育支援訪問）、産前・産後

サポーター（ホームヘルパー）

派遣事業、マタニティママ＆ベ

ビー交流会、母子手帳アプリ等

を利用した情報発信の充実。 

こども未来課 

04-03-

02 

妊娠期からの切れ目な

い支援 

・母子手帳交付時の面

接 

母子手帳交付に併せ総ての妊

婦と保健師が面談をし、安心し

て出産・育児ができるよう支援

する。 

こども未来課 

04-03-

03 

妊娠期からの切れ目な

い支援 

・新生児（乳児）訪問事業 

保健師・助産師が出産後間もな

い産婦の家庭を訪問し、相談や

必要な方に支援の導入を行う。 

こども未来課 

04-03-

04 

妊娠期からの切れ目な

い支援 

・ベビー人形による育

児体験 

産前にベビー人形による、育児

の体験を行い、スムーズな育児

を促すお世話体験を行う。 

こども未来課 

04-03-

05 

支え合い生活支援サー

ビス事業の充実 

自宅を訪問して実施するサー

ビスで調理を除く家事援助と

配食や見守り等の生活支援を

一体的に提供する。 

介護に関する支援を充実させ

ることにより、家庭内における

ケア責任を分かち合う。 

 

高年介護課 

04-03-

06 

ファミリーサポートセ

ンターの制度周知と会

子育て支援の一環として、ファ

ミリーサポートセンターの制
こども未来課 
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員数の拡大 度周知と会員数の拡大を図る。 

04-03-

07 

子育て世帯への情報提

供システムの効果的な

運用 

子育て世帯への子育てに関す

る総合的な情報提供システム

の効果的な運用 

こども未来課 

04-03-

08 

・事業所が自社に保育施設（病児も受入れ可）をつくる。 

・男女差を埋めることができるＡＩ・IoT の活用。 

・アウトソーシング（家事代行・介護タクシー・買い物代行など） 

 

主要手段 05 

（２桁） 

自分のありたい姿に向かって、経済的に自立し、いきいきと暮らす女性が

増えている 

指標 基準値 目標値 

女性の正規社員としての就職数 
273 件 

2024 年度 
1,900 件 

起業された女性の数 

※起業チャレンジ支援補助金の補助件数 

11 人 

2024 年度 
30 人 

 

 

 

主要手段を実現するための

具体的手段 05-01（４桁） 
自己実現に向けてチャレンジする女性が増えている 

指標 基準値 目標値 

ひとり親（女性）の資格取得に関する給付金制度利

用者（自立支援教育訓練給付金） 

２件 

2024 年度 
４件／年 

ひとり親（女性）の資格取得に関する給付金制度利

用者数（高等職業訓練促進給付金） 

２件 

2024 年度 
１件／年 

子育て中の女性のデジタル・マーケティング人材の

育成人数 

９人 

2024 年度 
10 人 

女性の起業相談者数 

※IPPO TOYOOKA 相談者数 

42 人 

2024 年度 
50 人 

移住者数（成人女性）※地域づくり課窓口経由関係 
53 人 

2024 年度 
33 人／年 

地域おこし協力隊員における女性の割合 
46% 

2024 年度 
50%／年 

ドローン導入経営体 

アシストスーツ導入経営体 

７経営体 

0 経営体 

2025.4.1 

20 経営体 

20 経営体 

   

具体的手段を実現するための事業 事業概要 担当課 

05-01-

01 

ひとり親家庭の経済的

自立応援事業 

相談支援体制の充実、看護師・

保育士等資格取得支援の実施

などにより、ひとり親家庭の経

済的自立を応援する。 

こども支援課 

05-01- 子育て中の女性の就労 復職へのハードルを下げなが 多様性推進・ジ
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02 促進（プチ勤務：短時間

少日数勤務） 

ら、未就労の子育て中の女性と

事業変革に取り組む市内事業

所とのプチ勤務（少日数・短時

間勤務）によるマッチングを進

める。また、キャリアデザイン

のためのセミナーも併せて開

催。 

ェンダーギャ

ップ対策課 

05-01-

03 

子育て中の女性の就労

促進（デジタル・マーケ

ティング人材の育成） 

コロナ禍のＤＸ（デジタル・ト

ランスフォーメーション）の加

速を見据えて、子育て中の女性

を対象にデジタル・マーケティ

ング人材を育成するとともに、

出口戦略（就労先の確保）に取

り組む。 

多様性推進・ジ

ェンダーギャ

ップ対策課 

05-01-

04 

起業支援体制の充実 

（IPPO TOYOOKA 相談） 

ビジネス無料相談窓口（月 4回

程度、無料）を開設し、若者や

女性の創業者や、既存事業者の

新展開などへの相談やセミナ

ーを開催する。 

環境経済課 

05-01-

05 
UI ターン促進 

移住・定住増につなげるため、

豊岡の「くらし、仕事、住まい」

情報を発信の他、各種相談会、

説明会等を開催する。 

地域づくり課 

05-01-

06 

起業チャレンジ支援補

助金 

創業・事業承継に取り組む若

者・女性のスタートアップに要

する経費を支援する。女性、若

者が代表者または代表者とな

る予定である中小企業者補助

率２分の１以内 上限100万円 

環境経済課 

05-01-

07 

地域おこし協力隊員の

募集・受入れ 

地域や各種団体における地域

活性化や地域づくり、また、課

題解決への取組みなど自主的

な活動を促進させるために都

市部から人材を受け入れる。 

地域づくり課 

05-01-

08 
スマート農業推進 

スマート農業（機械化・省力化・

軽労化、アシストスーツの普及

等）の推進により、女性が農業

で活躍できる機会の創出を促

進する。 

農林水産課 

05-01-

09 

農業スクール 

（新規就農支援） 

農業を志す女性が、技術と経営

を学ぶ機会を創出する。 
農林水産課 

05-01-

10 
DV 相談支援体制の充実 

ＤＶ被害者からの相談を受け、

関係機関と連携して個々のケ

ースに応じた対応を行う。 

こども支援課 
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主要手段を実現するための

具体的手段 05-02（４桁） 
まちのあちこちで女性同士のつながりが生まれている 

指標 基準値 目標値 

ロールモデルと出会う機会の創出（事業実施回数） 
5 回 

2024 年度 
１回／年 

女性のネットワークづくり（事業実施回数・参加人

数） 

5 回 

2024 年度 
１回／年 

   

 

具体的手段を実現するための事業 事業概要 担当課 

05-02-

01 

地域の人材を発掘・育成

（女性や若者向けの地

域づくり研修） 

（再掲） 地域づくり課 

05-02-

02 

様々なロールモデルと

出会う機会の創出 

子育てしながら働く女性、異業

種、起業者、女性従業員、女性

消防職員等がロールモデルと

出会う機会を創出する。 

多様性推進・ジ

ェンダーギャ

ップ対策課・関

係課 

05-02-

03 

女性のネットワークづ

くり（地域、移住者、子

育てしながら働く女性、

異業種、起業者など） 

地域、移住者、子育てしながら

働く女性、異業種、起業者など

の女性同士のネットワークづ

くり（女性同士の座談会、ＦＭ

ジャングル公開収録等） 

多様性推進・ジ

ェンダーギャ

ップ対策課・関

係課 

05-02-

04 

子育て支援総合拠点の

活用 
（再掲） 関係課 

 

主要手段を実現するための

具体的手段 05-03（４桁） 

経済的に自立するための相談支援体制が構築され、活用

する女性が増えている 

指標 基準値 目標値 

ひとり親家庭相談件数 
403 件 

2024 年度 

（前期） 

700 件／年 

（後期） 

500 件／年 

母子・父子自立支援プログラム策定件数（新規） 
36 件 

2024 年度 
30 件／年 

児童扶養手当現況届夜間受付日数・件数 
３日・40件 

2024 年度 
１日／15件 

   

具体的手段を実現するための事業 事業概要 担当課 

05-03-

01 

ひとり親家庭の総合的

な相談支援体制の構築

（ワンストップ化） 

児童扶養手当をはじめ、子育

て、就労支援など、ひとり親支

援に関する相談業務のワンス

トップ化を検討し、ひとり親家

庭が利用しやすく、より分かり

こども支援課 
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やすい相談支援体制を構築す

る。 

05-03-

02 

ひとり親家庭支援制度

の啓発促進 

特に離婚間もないひとり親家

庭の保護者に対して、資格取得

に向けた訓練給付、修学資金等

の貸付など各種支援制度を積

極的に啓発する。 

こども支援課 

05-03-

03 

ひとり親家庭相談（母子

父子自立支援員） 

母子・父子自立支援員が、ひと

り親家庭への今後の相談や離

婚相談等を行い、自立に向けて

支援する。 

こども支援課 

05-03-

04 

母子・父子自立支援プロ

グラムの策定（新規） 

ひとり親を対象に、母子・父子

自立支援プログラム策定員が

面接を実施し、就業や資格取得

への意欲を把握した上で、個々

の状況やニーズに応じた自立

支援プログラムを策定し、自立

や就労の支援を行う。 

こども支援課 

05-03-

05 

ハローワークと連携し

た女性の就職相談会（一

時保育あり） 

出産等を機に離職を余儀なく

された未就労の子育て中の女

性を対象に、事業所別の個別就

職相談会を開催。なお、子育て

支援総合拠点では定期的な開

催をめざす。 

多様性推進・ジ

ェンダーギャ

ップ対策課 

05-03-

06 

ひとり親が気軽に相談

しやすい相談窓口の環

境整備 

仕事などにより日中に相談来

所しにくいひとり親に対して、

現況届の受付時期に合わせ休

日夜間相談を実施する。 

こども支援課 

05-03-

07 

ハローワークと連携し

た現況届提出期間中の

ひとり親の就職相談会 

現況届提出期間に合わせての

ひとり親を対象にした就職相

談会を開催。 

こども支援課 

05-03-

08 

子育て支援総合拠点の

活用 
（再掲） 関係課 

 

主要手段 06 

（２桁） 

子どもたちがジェンダーギャップ解消の必要性を自分のことばで語って

いる 

指標 基準値 目標値 

将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合 

（※夢実現力行動プラン） 

小学校 81.1% 

中学校 63.1% 

2024 年度 

※男女別なし 

－ 
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自分にはよい所があると思う児童生徒の割合 

（※夢実現力行動プラン） 

小学校 87.9% 

中学校 85.6% 

2024 年度 

※男女別なし 

－ 

 

主要手段を実現するための

具体的手段 06-01（４桁） 

保育園・こども園・幼稚園・学校等でジェンダー視点を

取り入れた保育・教育が行われている 

指標 基準値 目標値 

市立小学校・中学校・義務教育学校の教員に占める女

性の割合 

（男女・年代別は別途把握） 

51%  

小学校 58% 

中学校 37%  

2024.5.1 

－ 

市立小学校・中学校・義務教育学校の教頭以上に占め

る女性の割合 

（校長・教頭） 

11.3% 

2024.4.1 

10% 

（後期：20%） 

市立小学校・中学校・義務教育学校の主幹教諭に占め

る女性の割合 

48.5% 

2024.4.1 
－ 

学校経営研修会実施回数 
３回 

2024 年度 
５回/年 

就学前施設（園）の保育士・教諭に占める男性の割合 － － 

絵本「みらいへの つばさをひろげて」を活用した教

育の実施した校園数（新規） 

2025 年度か

ら実施 
   － 

市立就学前施設（園）の保育士・教諭に占める男性の

割合（新規） 
    

   

具体的手段を実現するための事業 事業概要 担当課 

06-01-

01 

ジェンダーギャップ解

消に係る教職員研修の

実施 

 

学校運営への積極的な参加を

促し、ジェンダーギャップ解消

の視点等を取り入れるなど、人

材育成と効果的な学校運営の

推進を図るため、ミドルリーダ

ーを対象に学校経営研修会を

開催する。 

幼児育成課、学

校教育課 

06-01-

02 

保育園・認定こども園・

幼稚園、市立小学校・中

学校・義務教育学校で多

様性（ジェンダー含む）

の保育・教育の実施 

絵本「みらいへの つばさをひ

ろげて」を活用した教育を実施

する。 

幼児育成課、学

校教育課 

06-01-

03 

メモリアル防災・減災授

業の教材づくり 

少年期におけるジェンダー視

点を取り入れた教育はジェン

ダーギャップ解消には必須で

ある。毎年幼稚園、小・中学校・

義務教育学校で実施している

台風 23 号メモリアル防災・減

危機管理課 
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災授業の教材の中に、例えば災

害時の避難所におけるジェン

ダーギャップの解消の考え方

等をトピックス的に盛り込み、

先生方から考え方について指

導いただく。 

 

 

 

主要手段を実現するための

具体的手段 06-02（４桁） 

子どもたちが性別にとらわれず自分のありたい姿を描

き、実現に向けて行動している 

指標 基準値 目標値 

将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合 

（※夢実現力行動プラン） 
（再掲） － 

自分にはよい所があると思う児童生徒の割合 

（※夢実現力行動プラン） 
（再掲） － 

中学校の保健体育科等で「デートＤＶ」を取り上げ

る学校数（割合） 

100％ 

2024 年度  
100％ 

   

具体的手段を実現するための事業 事業概要 担当課 

06-02-

01 

ジェンダーギャップ解

消に係る学習の推進 

①中学校３年生、義務教育学校

９年生社会科「公民的分野」に

おける男女共同参画社会につ

いての学習 

②小・中学校・義務教育学校で

の家庭科「家族の生活（小）」「自

分の生活と家族・家庭生活

（中）」におけるワーク・ライ

フ・バランスについての学習 

③小中学校・義務教育学校での

道徳、総合的な学習の時間、コ

ミュニケーション教育等を活

用し、他者理解と合意形成につ

いての学習 

④中学校での進路学習（キャリ

アデザイン） 

⑤生徒会リーダー研修会での

テーマ 

学校教育課 

06-02-

02 
デートＤＶ防止教育 

中学校、義務教育学校後期課程

の保健体育科、学級活動、総合

的な学習の時間等において、デ

ートＤＶの正しい知識と適切

に対応できるスキルを学習し、

自他の価値を尊重しようとす

学校教育課 
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る意欲や態度を育成する。 

06-02-

03 

 

 

包括的性教育（人間関

係、価値観、 人権、セ

クシュアリティ、ジェン

ダー、人間のからだと発

達、性と生殖に関する健

康などの理解）（新規） 

小・中学校、義務教育学校の保

健体育科、学級活動、総合的な

学習の時間等において、包括的

性教育を実施し生命の尊重、自

己肯定感の醸成、多様性への理

解しようとする意欲や態度を

育成する。 

学校教育課 

06-02-

04 

高校でジェンダー視点を取り入れたキャリア教育の取組

み促進(啓発) 

多様性推進・ジ

ェンダーギャ

ップ対策課 
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 １ 豊岡市ジェンダーギャップ解消戦略会議 委員名簿（五十音順） 

 ２ 戦略の策定経過 

 ３ パブリック・コメント結果概要 

 ４ 豊岡市いのちへの共感に満ちたまちづくり条例」 

 ５ 用語集 

 ６ 関連調査（別冊） 

⑴ 「豊岡市ジェンダーギャップ解消戦略（仮）」策定に向けた提言（2019） 

報告者：目黒依子氏・大崎麻子氏 

⑵ 男女共同参画社会の実現に向けての市民意識調査 (2017) 

⑶ 男女共同参画社会の実現に向けての事業所意識調査（2017） 

⑷ 豊岡市とジェンダー平等：SDGs に基づく地域課題の抽出（2019） 

  暮らしの中の性別役割分担の実態と意識調査（2021） 

⑸ 暮らしの中の性別役割分担の実態と意識調査（2025） 

⑹ 豊岡市働きやすく働きがいのある職場づくりに向けた事業所調査（2025） 

⑺ ヒアリング調査 (2025) 
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１豊岡市多様性推進・ジェンダーギャップ対策検討委員会 委員名簿（五十音順） 

 

               委員任期：2025 年６月 17 日から 2026 年６月 16 日まで 

№ 氏名 区分 備考 分科会 

１ 井垣 真紀 地域関係者 イガキフォトスタジオ ジェンダーギャップ対策 

２ 今井 秀司 起業支援者 
ピースライフジャパン 代表 

IPPO TOYOOKA 経営相談員 
ジェンダーギャップ対策 

３ 株本 治夫 教育関係者 八条小学校 校長 多文化共生推進 

４ 岸田 尚子 
多文化共生関係

者 

NPO 法人にほんご豊岡あいうえお 

副理事長兼事務局長 
多文化共生推進 

５ 木谷 妙子 企業関係者 
社会福祉法人あまのほ 楽々むら 

副理事長 
多文化共生推進 

６ 久木田 里奈 
多文化共生関係

者 

一般社団法人豊岡市国際交流協会 

事務局次長 
多文化共生推進 

７ 倉田 晴美 教育関係者 豊岡高等学校 校長 ジェンダーギャップ対策 

８ 佐藤 春華 地域関係者 
社会福祉法人豊岡市社会福祉協議

会 
ジェンダーギャップ対策 

９ 髙橋 正透 人権教育関係者 豊岡市人権教育推進協議会 会長 ジェンダーギャップ対策 

10 瀧下 真理子 
人権・男女共同

参画関係者 

男女共同参画自主研究グループ 

イーブンネットたじま 副代表 
ジェンダーギャップ対策 

11 坪口 幸弘 企業関係者 東海バネ工業株式会社 専務取締役 ジェンダーギャップ対策 

12 中江 裕美 観光団体 株式会社出石まちづくり公社 課長 多文化共生推進 

13 西村 勲 地域関係者 
日高地区コミュニティ「きらめき日

高」 会長 
ジェンダーギャップ対策 

14 三宅 清子 外国人市民 子ども多文化共生サポーター 多文化共生推進 

15 姚 瑶 学識経験者 芸術文化観光専門職大学 講師 多文化共生推進 

 

【アドバイザー】 

 豊岡市多様性推進アドバイザー・豊岡市多文化共生推進会議アドバイザー 

 田村 太郎さん（一般財団法人ダイバーシティ研究所 代表理事） 

 豊岡市ジェンダー平等推進アドバイザー 

大崎 麻子さん（特定非営利活動法人 Gender Action Platform 理事） 

 

【顧問】 

 豊岡市ジェンダーギャップ解消戦略会議顧問 

目黒 依子さん

（上智大学名誉教授、特定非営利活動法人 Gender Action Platform 理事長） 
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豊岡市多様性推進本部（ジェンダーギャップ対策部会、多文化共生推進部会）委員名簿 

 

委員任期：2025 年６月 17 日から 2026 年６月 16日まで 

№ 所        属 役 職 氏  名 備 考 

１ 危機管理部 危機管理課 主 任 袖長 春花  

２ 総務部 総務課 参 事 山本 慎二  

３ 総務部 人事課 係 長 得田 雅人  

４ くらし創造部 地域づくり課 係 長 髙田久美子  

５ 市民部 窓口サービス課 課 長 谷垣 卓宏  

６ 健康福祉部 社会福祉課 主 査 植村  環  

７ 健康福祉部 高年介護課 参 事 木内 純子  

８ こども未来部 こども未来課 主 査 山田 晃子  

９ こども未来部 こども支援課 主 幹 中村くに子  

10 コウノトリ共生部 環境経済課 係 長 小操 征司  

11 但東振興局 地域振興課 主 査 羽尻 エミ  

12 教育委員会事務局 学校教育課 主 幹 岩崎 隆行  

13 教育委員会事務局 幼児育成課 参 事 三輪 純子  

 

【アドバイザー】 

 ・豊岡市ジェンダー平等推進アドバイザー 

大崎 麻子さん（特定非営利活動法人 Gender Action Platform 理事） 

 ・豊岡市多様性推進アドバイザー・豊岡市多文化共生推進会議アドバイザー 

  田村 太郎さん（一般財団法人ダイバーシティ研究所 代表理事） 

 

【顧問】 

 ・豊岡市ジェンダーギャップ解消戦略会議顧問 

目黒 依子さん（上智大学名誉教授、特定非営利活動法人 Gender Action Platform 理事

長） 

 

【事務局】 

 ・谷岡 慎一  豊岡市役所くらし創造部 部長 

・原田紀代美  同部 多様性推進・ジェンダーギャップ対策課 課長 

・道下  一  同課 参事兼課長補佐 

・稲田 直子  同課 人権・多文化共生係 係長 

・大森  毅  同課 ジェンダーギャップ対策係 係長 
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２ 戦略の策定経過 

年度 年月日 項目 概要 

2025 2025.4.25

～5.23 

暮らしの中の性別役割分担

の実態と意識調査 

 

2025.5.26

～6.13  

豊岡市働きやすく働きがい

のある職場づくりに向けた

事業所調査 

 

2025.6.17 第１回豊岡市多様性推進・ジ

ェンダーギャップ対策検討

委員会【全体会】 

・委嘱書交付 

・今年度の取組の概要説明 

・アドバイザーからの情報提供 

・進行管理について説明の実施 

・意見交換、グループ発表 

2025.7.13

～7.16 

市民・事業所経営層、管理職

層、従業員層向けインタビュ

ー調査 

 

2025.7.30 

 

第１回豊岡市多様性推進・ジ

ェンダーギャップ対策検討

委員会ジェンダーギャップ

対策分科会 

・前回の振り返り・市民アンケート調査

の速報値の共有  

・アドバイザーからの情報提供 

「社会変革のプロセスを見えるする

には？実感と学びのある評価とは」 

・意見交換、グループ発表 

2025.9.29 第２回豊岡市多様性推進・ジ

ェンダーギャップ対策検討

委員会ジェンダーギャップ

対策分科会 

・具体的事業の修正について説明 

・市民・事業所アンケート・インタビュ

ー調査結果の共有について説明 

・アドバイザーからの情報提供 

「次の 5 年へのヒント ― 市民・事

業所調査を踏まえて、他地域の挑戦か 

ら学ぶ ―」 

・意見交換、グループ発表 

2025.10.29 豊岡みらいワークショップ 「私たちが暮らしたい・暮らし続けた 

い」豊岡市の未来のあるべき姿と課題、 

やるべきことなどバックキャスティン 

グで考えるワークショップ 

2025.11.7 第２回豊岡市多様性推進・ジ

ェンダーギャップ対策検討

委員会【全体会】 

・豊岡みらいワークショップ開催報告 

・ジェンダーギャップ対策分科会報告・

委員意見発表 

・多文化共生推進分科会報告・委員意見 

・意見交換 

2025.11 戦略素案まとめ  

2025.11.28

～12.11 

パブリック・コメント  

2026.3 戦略策定  
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３ パブリック・コメント 

 

 ⑴ 意見募集期間 

 2025 年 11 月 28 日（金）〜2025 年 12 月 11日（木） 

 

 ⑵ 意見の提出方法 

   郵送、ＦＡＸ、Ｅメール、持参 

 

⑶ 周知方法 

  募集記事を豊岡市ホームページに掲載したほか、市役所、各振興局地域振興課の窓口

に資料を設置した。 

 

⑷ 実施結果 

 ア 意見提出者 

   ４人 

   ※Ｅメール４名 

 

イ 意見の詳細（７件） 

  ・若者が帰ってこないことについて 

  ・自治会での取り組みについて 

  ・職場での女性管理職について 

  ・豊岡市ワークイノベーション推進会議会員企業へのサポートについて 

  ・豊岡市ワークイノベーション推進会議が実施する取り組みについて 

  ・取組みの認知・浸透について 

  ・女性に限定した事業について 
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４ 豊岡市いのちへの共感に満ちたま

ちづくり条例 

豊岡市
と よ お か し

いのちへの共感に満ちたまちづく

り条例
じょうれい

 

平成24年６月27日 条例第40号 

 

（ふるさとへの想い） 

日本の空から一度は 姿
すがた

を消したコウノトリ

が、 再
ふたた

び豊岡
とよおか

の空に羽ばたきました。 

田んぼの中に、実りを手にする人々の笑顔や子

どもたちの 姿
すがた

、そしてさまざまな生きものが戻
もど

りつつあります。 

わたしたちのふるさとでは、家族や親戚
しんせき

、近

所の人が一緒
いっしょ

になって稲
いね

の一株
ひとかぶ

一株
ひとかぶ

をおろそか

にすることなく収 穫
しゅうかく

する風景があり、人と人と

がつながり合う暮
く

らしが大切にされていまし

た。 

（未来への責任
せきにん

） 

今を生きるわたしたちは、改めて過去
か こ

を見つ

め直し、一人一人のいのち、一つ一つのいのち

がかけがえのないものであること、すべてのい

のちは自然界の一員としてつながっているこ

と、そしていのちは互
たが

いに支
ささ

え合
あ

っていること

を深く理解
り か い

し、まちづくりの基礎
き そ

として未来に

引
ひ

き継
つ

いでいかなければなりません。 

（いのちへの共感） 

わたしたちは、みんな何かでつながっていま

す。そして、一つ一つが互
たが

いに大切な一員とし

て結び付いて自然界を成しており、不必要とい

えるものは何もありません。 

自分のいのちには、限
かぎ

りがあります。だから

いとおしく、大切なものです。 

自分のいのちに思いを寄
よ

せ、他のいのちに思

いを寄
よ

せる。その繰
く

り返
かえ

しの中から、いのちへ

の共感が生まれてきます。 

（まちづくりへの決意） 

戦争や大災害
だいさいがい

で絶
た

たれたいのちへの痛恨
つうこん

の思

い、人権
じんけん

問題への真剣
しんけん

な取組み、偉大
い だ い

なる先人

たちの取組み、さまざまなことへ挑戦
ちょうせん

する人々

の姿勢
し せ い

への共鳴、コウノトリの野生復帰
ふ っ き

から得

られた人と生きものとの共生など、これまで

豊岡
とよおか

が積み重ねてきた経験
けいけん

は、いのちへの共感

となってつながり、大きな 輝
かがや

きを放っていくも

のと信じています。 

わたしたちは、これからのまちづくりの中

で、さまざまないのちがつながる取組みを自ら

が実践
じっせん

し、「いのちへの共感に満ちたまちづく

り」を広げ、深めていくことを決意します。 

（この条 例
じょうれい

が目指すこと） 

第１ 条
じょう

 この条 例
じょうれい

は、市が、いのちへの共感

に満ちたまちをつくるための基本的
きほんてき

な考え

方、方法や役割
やくわり

を定めます。また、市と市民

（以下「わたしたち」という。）の協力と共

感のもと、まちづくりを進め、未来に引
ひ

き継
つ

いでいくことを目的とします。 

（基本的
きほんてき

な考え方） 

第２ 条
じょう

 わたしたちは、次の基本的
きほんてき

な考え方に

基
もと

づき、「いのちへの共感に満ちたまちづく

り」を進めていきます。 

(1) 限
かぎ

られているいのちを大切にします。 

(2) いのちのつながりを広げ、深めていきま

す。 

(3) いのちのつながりを未来へ引
ひ

き継
つ

いでいき

ます。 

（条 例
じょうれい

の位置付け） 

第３ 条
じょう

 市は、この条 例
じょうれい

の理念を、市が定

め、実施
じ っ し

する基本的
きほんてき

計画の根底に置きます。 

（市の役割
やくわり

） 

第４ 条
じょう

 市は、市民が暮
く

らしと歴史の中で経験
けいけん

したいのちへの共感を、さらに広げ、深める

ために、市民と協働してまちづくりを進めま

す。 

（市民の役割
やくわり

） 

第５ 条
じょう

 市民は、暮
く

らしの中で互
たが

いのいのちの

尊
とうと

さ、家族・地域
ち い き

のつながりを大切にし、市

や地域
ち い き

、学校、企業
きぎょう

等と広く連携
れんけい

して、生き

生きと暮
く

らせるまちづくりを進めます。 

（取組みの方法） 

第６ 条
じょう

 わたしたちは、これまで実践
じっせん

してきた

次のまちづくりを基本
き ほ ん

に、具体的な取組みを

進め、さまざまな分野の取組みと連携
れんけい

して広

げていきます。 

(1) いのちを守るまちづくり 

(2) 一人一人を尊重
そんちょう

するまちづくり 

(3) ふるさとを愛するまちづくり 

(4) 挑 戦
ちょうせん

する心を育むまちづくり 

(5) 人と生きものが共生するまちづくり 

（いのちを守るまちづくり） 

第７ 条
じょう

 わたしたちは、かけがえのない日 常
にちじょう

を一 瞬
いっしゅん

にして奪
うば

った戦争と大災害
だいさいがい

を教訓に、

地域
ち い き

のつながりや支
ささ

え合
あ

いと平和な日 常
にちじょう

の大

切さを学んできました。わたしたちは、次の

とおりいのちを守るまちづくりを進めていき
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ます。 

(1) 防災力
ぼうさいりょく

の向上を図るために訓練や研修
けんしゅう

を

進め、災害
さいがい

時
じ

に「公助」「共助」「自助」を

連携
れんけい

させ、災害
さいがい

に強い体制
たいせい

づくりを進めてい

きます。 

(2) 生涯
しょうがい

を通じて健康で生きがいを持って、

心
こころ

豊
ゆた

かに暮
く

らすことができる「歩いて暮
く

らす

まちづくり」を進めていきます。 

(3) 安心して子どもを産み、育て、子どもたち

の笑顔が 輝
かがや

くまちをつくるため、まちぐるみ

で子育て支援
し え ん

活動を進めていきます。 

（一人一人を尊 重
そんちょう

するまちづくり） 

第８ 条
じょう

 わたしたちは、互
たが

いの違
ちが

いを認
みと

め合
あ

い、たくさんの人に支
ささ

えられ、生かされてい

ることを理解
り か い

し、すべての人が人として尊 重
そんちょう

されるまちを目指して努力を続けてきまし

た。わたしたちは、次のとおり一人一人を

尊重
そんちょう

するまちづくりを進めていきます。 

(1) 年齢
ねんれい

、性別
せいべつ

、障害
しょうがい

、文化等の違
ちが

いにかか

わりなく、一人一人が持てる力を発揮
は っ き

して、

生き生きと社会に参加し、活動ができるユニ

バーサル社会づくりを進めていきます。 

(2) 一人一人が地域
ち い き

の一員として、自発的かつ

自律的
じりつてき

に男女共同参画社会づくりのための活

動に参画し、人と人、家族や地域
ち い き

社会との 絆
きずな

を深め、互
たが

いに支
ささ

え合
あ

うまちづくりを進めて

いきます。 

(3) すべての人が、人権
じんけん

侵害
しんがい

を受けることな

く、生 涯
しょうがい

を通じて健やかに暮
く

らすことができ

るまちにするため、人権
じんけん

教育や啓発
けいはつ

を進めて

いきます。 

（ふるさとを愛するまちづくり） 

第９ 条
じょう

 わたしたちは、地
ち

域
いき

ぐるみで人とふる

さとを育てるために「いのちの教育」や「村

を育てる学力」づくりを学んできました。わ

たしたちは、次のとおりふるさとを愛するま

ちづくりを進めていきます。 

(1) 一人一人が 輝
かがや

き、ふるさとを愛する子ど

もを育む教育に取り組んでいきます。 

(2) 生きる力、助け合う心を持った子どもたち

を地域
ち い き

全体で育てる自然体験や農業体験を進

めていきます。 

(3) 地域
ち い き

の活性化
かっせいか

やコミュニティ活動の促進
そくしん

を

図り、地域
ち い き

らしさを生かしたまちづくりを進

めていきます。 

（挑戦
ちょうせん

する心を育むまちづくり） 

第10 条
じょう

 わたしたちは、大いなる好奇心
こうきしん

を持ち

続け、不撓
ふ と う

不屈
ふ く つ

の精神
せいしん

で未知の世界を切
き

り拓
ひら

いていく人々に惜
お

しみない拍手
はくしゅ

を送ってきま

した。わたしたちは、次のとおり挑戦
ちょうせん

する心

を育むまちづくりを進めていきます。 

(1) どんな困難
こんなん

に遭
あ

っても決してくじけない心

や、生きる力を育てるために、「子どもの野

生復帰
ふ っ き

大作戦」等の取組みを進めていきま

す。 

(2) 目標に向かって進む謙虚
けんきょ

でひたむきな 姿
すがた

や、人々に夢
ゆめ

と希望、そして勇気を与
あた

える

創造的
そうぞうてき

な行動を顕 彰
けんしょう

する取組みを進めていき

ます。 

（人と生きものが共生するまちづくり） 

第11 条
じょう

 わたしたちは、コウノトリの野生復帰
ふ っ き

の取組みを通して、自然界のさまざまないの

ちがかかわり合って生きていることに改めて

気付かされました。わたしたちは、次のとお

り人と生きものが共生するまちづくりを進め

ていきます。 

(1) 生きものと共生するまちづくりを進めるた

め、「生物
せいぶつ

多様性
たようせい

地域
ち い き

戦略
せんりゃく

」に取り組んでい

きます。 

(2) 安全・安心な農産物と多様な生きものを育

み、環 境
かんきょう

負荷の軽減
けいげん

に配慮
はいりょ

した「環 境
かんきょう

創造型
そうぞうがた

農 業
のうぎょう

」を進めていきます。 

(3) ５月20日の「生きもの共生の日」を広め、

いのちのつながりを大切にする啓発
けいはつ

活動に取

り組んでいきます。 

(4) いのちと環境
かんきょう

を守るため、持続可能
か の う

な自

然エネルギーの利活用や省エネルギーを進め

ていきます。 

（その他） 

第12 条
じょう

 この条 例
じょうれい

に定めるもののほかに必要

な事項
じ こ う

は、市長及
およ

び教育委員会等が定めま

す。 

附
ふ

 則
そく

 

この条 例
じょうれい

は、公布
こ う ふ

の日から施行
し こ う

します。
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５ 用語集  

 

・ＳＤＧｓ：ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals＝持続可能な開発目標）は、2015 年

9 月に国連持続可能な開発サミットにおいて採択された「人間、地球及び繁栄のための行動

計画」。持続可能な社会の実現に向けて 2030 年までに達成すべき 17 のゴールと 169 のター

ゲットを定めている。 

 

・ユニコーン企業：創業から 10 年以内で、企業価値評価額が高い未上場のスタートアップ系

ベンチャー企業のこと。ギリシャ神話に登場する一角獣の名前を使い「ユニコーン企業」

と呼ばれている。一般にユニコーン企業と呼ばれるには、次の条件を満たす必要があると

される。①創業から 10年以内、②評価額 10 億ドル以上、③未上場、④テクノロジー企業。 

 

・ベンチャー企業：明確な基準や定義はないが、一般に独自のアイデアや技術をもとにして、

新しいサービスやビジネスを展開する企業とされている。新興企業と同じ意味で用いられ

ることもあり、主に成長過程にある企業を指す。 

 

・ダイバーシティ：直訳すると多様性という意味。集団において年齢、性別、人種、宗教、趣 

 味、嗜好などさまざまな属性の人が集まった状態のこと。 

 

・ＩＴ・ＡＩ：ＩＴは、Internet Technology の略で情報技術と訳される。ＡＩは、Artificial 

Intelligence の略で人工知能と訳される。 

 

・イクメン：子育てを楽しみ、自分自身も成長する男性のこと。または、将来そんな人生を

送ろうと考えている男性のこと。 

 

・キャッシュレス：クレジットカードや電子マネー、口座振替を利用して、紙幣・硬貨とい

った現金を使わずに支払い・受け取りを行う決済方法のこと。 

 

・エリア・マネジメント：特定のエリアを単位に、民間が主体となって、まちづくりや地域

経営（マネジメント）を積極的に行おうという取り組みのこと。 

 

・オーガニック：オーガニック（Organic）という英語にはいろんな意味があるが、一般的に

は「有機」という意味で用いられる。化学肥料や農薬などを極力使用せずに、自然の恵み

を大切にした農業や栽培法、水産業に畜産業、加工方法全般を指す。そこから生まれる食

べ物をオーガニック食品、または有機食品と呼ぶ。 

 

・ワーク・ライフ・バランス：仕事と生活の調和が実現すること。具体的には、国民一人ひ

とりがやりがいや充実感を感じながら働き、仕事上の責任を果たすとともに、家庭や地域

生活などにおいても、子育て期、中高年期といった人生の各段階に応じて多様な生き方が

選択・実現できる社会。 

 

・ユニバーサルデザイン：「ユニバーサル」＝「普遍的な、全体の」という言葉が示している

ように、「すべての人のためのデザイン」を意味し、年齢や障害の有無、体格、性別、国籍

などにかかわらず、できるだけ多くの人にわかりやすく、最初からできるだけ多くの人が

利用可能であるようにデザインすること。 
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・仕事の部門化：仕事を分担して部門へ割り付けること。 

 

・スマート化：情報システムや各種装置に高度な情報処理能力あるいは管理・制御能力を持

たせること。 

 

・ＩｏＴ：Internet of Things（モノのインターネット）の略。具体的には、コンピュータ

などの情報・通信機器だけでなく、世の中に存在する様々な物体(モノ)に通信機能を持た

せ、インターネットに接続したり、相互に通信することにより、自動認識や自動制御、遠

隔計測などを行うこと。 

 

・ステレオタイプ：多くの人に浸透している先入観、思い込み、認識、固定観念、レッテル、

偏見、差別などの類型化された観念を指す。 

 

・ジェネレーションギャップ：世代（時代）による文化、価値観、思想などの相違のこと。 

 

・ケアワーク：ケアに基づく援助であり、その技術のこと。介護福祉士のことを「ケアワー

カー」と呼ぶ。 

 

・無償ケア労働：家庭内・コミュニティ内における炊事、洗濯等の家事、育児、老人・病人の 

 看護等を指す。人間の生存と福祉を支える重要な仕事であるにもかかわらず、無報酬であ

るがゆえにその重要性と社会・経済的価値が十分に認識されていない。 

 

・キャリア設計：「どんな仕事をしたいか」「どのような働き方や家庭生活を送りたいか」と

いった人生の理想を描き、理想の実現に向けた計画を設計すること。 

 

・キャリア：過去から将来の長期にわたる職務経験やこれに伴う計画的な能力開発の連鎖を

指すもの。 

 

・性別役割分業意識（性別役割分担意識）：男女それぞれの責務や役割について明確に区分す

ること 

 

・社員ファースト：社員のことを最優先に考える姿勢・経営のこと。 

 

・多様性：※前述の「ダイバーシティ」と同様 

 

・年功序列型：年齢や勤続年数に応じて、役職・賃金を上昇させる人事制度のこと。 

 

・フェアネス：公正なこと。また、公平さ。 

 

・ジェンダーバイアス：男女の役割について固定的な観念を持つこと、社会の女性に対する

評価や扱いが差別的であることや社会的・経済的実態に関する女性に対する神話を指す。 

 

・ワークショップ：本来は「作業場」「仕事場」を意味する言葉だが、 現代では参加者の主体 

 性を重視した体験型の講座、グループ学習、研究集会などを指す。 
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・ＳＮＳ：ソーシャルネットワーキングサービス（Social Networking Service）の略。登録

された利用者同士が交流できる Web サイトの会員制サービスのこと。 

 

・WEPs：Women's Empowerment Principles（女性のエンパワーメント原則）の略。企業がジ

ェンダー平等と女性のエンパワーメントを経営の核に位置付けて自主的に取り組むことで、

企業活動の活力と成長の促進を目指して、女性の経済的エンパワーメントを推進する国際

的な原則として活用されることが期待されている。 

 

・デートＤＶ：親密な関係にある婚姻関係にない恋人間に起こるＤＶのこと。相手の交友関

係や行動をしばる、どなったり暴力をふるう性行為を強要する、避妊に協力しないなど、さ

まざまな形の暴力を含む。 

 

６ 関連調査（別冊） 

 ⑴ 「豊岡市ジェンダーギャップ解消戦略（仮）」策定に向けた提言（2019） 

報告者：目黒依子氏・大崎麻子氏 

⑵ 男女共同参画社会の実現に向けての市民意識調査 (2017) 

⑶ 男女共同参画社会の実現に向けての事業所意識調査（2017） 

⑷ 豊岡市とジェンダー平等：SDGs に基づく地域課題の抽出（2019） 

  暮らしの中の性別役割分担の実態と意識調査（2021） 

⑸ 暮らしの中の性別役割分担の実態と意識調査（2025） 

⑹ 豊岡市働きやすく働きがいのある職場づくりに向けた事業所調査（2025） 

⑺ ヒアリング調査 (2025) 
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